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「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（25）
目
次は
じ
め
に
一
、
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
―
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
の
確
立
（
一
）
虚
構
の
駿
河
今
川
家
の
御
家
騒
動
（
二
）
「
御
家
の
宝
」
と
し
て
の
羽
衣
（
三
）
天
人
に
擬
さ
れ
る
女
に
期
待
さ
れ
る
役
割
二
、
『
羽
衣
寿
曾
我
』
―
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
翼
型
の
羽
衣
」
（
一
）
初
代
瀬
川
菊
之
丞
の
「
加
陵
頻
加
」
（
二
）
初
期
の
歌
舞
伎
狂
言
と
迦
陵
頻
伽
三
、
宝
暦
三
年
の
「
羽
衣
」
競
演
（
一
）
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
（
二
）
「
天
人
」
の
見
せ
場
と
し
て
の
愁
嘆
と
死
（
三
）
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
（
四
）
宝
暦
三
年
の
「
羽
衣
」
像
四
、
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
と
観
念
の
定
着
（
一
）
宝
暦
末
～
安
永
年
間
の
歌
舞
伎
の
羽
衣
と
「
羽
衣
の
舞
」
（
二
）
鳥
の
舞
の
翼
か
ら
羽
毛
文
様
の
衣
へ
（
三
）
「
天
人
」
「
天
女
」
全
般
の
持
物
へ
の
拡
大
結
び
に
か
え
て
は
じ
め
に
今
日
で
は
ほ
ぼ
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
期
に
至
る
ま
で
、
天
下
っ
た
天
人
の
持
物
と
し
て
の
羽
衣
は
、
「
長
い
尾
羽
を
伴
う
翼
型
の
装
着
物
」
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
一
。
こ
の
種
の
「
羽
衣
」
像
は
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）
の
上
方
で
、
香
道
と
い
う
領
域
の
中
で
発
生
し
て
い
る
二
。
し
か
し
、
こ
の
意
匠
が
広
く
普
及
し
て
ゆ
く
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
歌
舞
伎
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
江
戸
上
方
を
問
わ
ず
、
江
戸
時
代
の
芝
居
に
は
羽
衣
伝
説
や
天
人
降
臨
譚
を
取
り
込
ん
だ
演
目
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
能
『
羽
衣
』
を
歌
舞
伎
に
翻
案
し
た
明
治
期
の
『
新
古
演
劇
十
種
之
内
羽
衣
』
三
や
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
現
行
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
羽
衣
』
四
と
は
根
本
的
に
発
想
を
異
に
す
る
。
そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
の
芝
居
の
ト
ポ
ス
は
謀
反
と
仇
討
ち
と
御
家
騒
動
に
あ
る
。
必
然
的
に
、
天
人
や
羽
衣
も
そ
れ
ら
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
運
命
に
あ
っ
た
。
管
見
の
限
り
、
羽
衣
を
伴
う
天
人
降
臨
譚
を
取
り
込
ん
だ
最
初
の
歌
舞
伎
狂
言
龍
野 
有
子
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
　
　―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
92
（26）
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
正
月
の
江
戸
市
村
座
『
持
統
天
皇
都
移
』
五
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
王
代
を
舞
台
と
す
る
御
家
物
と
い
っ
た
趣
の
狂
言
で
あ
る
が
、
羽
衣
主
題
は
脇
筋
に
過
ぎ
ず
、
本
筋
に
は
殆
ど
絡
ま
な
い
六
。
羽
衣
と
御
家
騒
動
の
有
機
的
な
結
合
は
、
元
禄
期
以
後
一
時
的
な
低
迷
に
陥
っ
た
歌
舞
伎
に
先
ん
じ
て
、
文
耕
堂
ら
に
よ
る
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
の
人
形
浄
瑠
璃
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
で
「
翼
型
の
羽
衣
」
が
用
い
ら
れ
た
か
否
か
は
不
明
確
で
あ
る
。
「
翼
型
の
羽
衣
」
が
舞
台
に
登
場
し
た
こ
と
が
確
実
な
初
例
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
一
月
の
江
戸
中
村
座
新
春
狂
言
『
羽
衣
寿
曾
我
』七
で
あ
る
。
そ
の
後
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
秋
に
は
中
村
座
の
舞
台
に
「
翼
型
の
羽
衣
」
が
複
数
回
登
場
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
末
の
大
坂
道
頓
堀
で
は
、
三
條
定
助
座
（
大
西
座
）
と
市
村
佐
の
八
座
（
中
座
）
が
共
に
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
を
打
ち
出
す
。
と
り
わ
け
並
木
正
三
に
よ
る
三
條
座
の
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
八
は
空
前
の
大
当
た
り
と
な
っ
て
、
歌
舞
伎
狂
言
に
お
け
る
羽
衣
物
の
定
型
を
確
立
す
る
こ
と
な
る
。
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
が
歌
舞
伎
の
世
界
に
本
格
的
に
定
着
し
て
ゆ
く
の
は
、
こ
の
時
期
以
降
と
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
芝
居
を
概
観
し
、
十
八
世
紀
の
江
戸
上
方
双
方
の
芝
居
と
そ
の
関
連
図
像
に
見
え
る
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
の
造
形
を
確
認
す
る
。
一
、
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
―
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
の
確
立
（
一
）
虚
構
の
駿
河
今
川
家
の
御
家
騒
動
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
四
月
に
大
坂
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
た
文
耕
堂
ら
作
の
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
九
は
、
羽
衣
説
話
が
取
り
込
ま
れ
た
ほ
ぼ
唯
一
の
浄
瑠
璃
芝
居
と
目
さ
れ
る
一
〇
と
同
時
に
、
「
重
代
の
家
宝
と
し
て
の
羽
衣
を
め
ぐ
る
御
家
騒
動
」
と
い
う
類
型
を
確
立
し
た
芝
居
で
も
あ
る
。
こ
で
は
、
天
人
降
臨
譚
は
家
宝
と
し
て
の
羽
衣
の
由
来
を
説
明
す
る
段
で
語
ら
れ
る
の
み
で
、
羽
衣
と
も
に
天
下
っ
た
天
人
自
体
は
芝
居
の
中
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
点
は
後
続
の
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
の
多
く
で
も
同
様
で
あ
る
。
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
の
物
語
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
正
月
竹
本
座
初
演
の
近
松
門
左
衛
門
作
『
今
川
了
俊
』
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、
了
俊
の
嫡
子
と
し
て
駿
河
今
川
家
の
家
督
を
継
ぐ
べ
き
若
殿
仲
秋
の
遊
蕩
に
乗
じ
て
、
叔
父
定
広
一
が
城
を
乗
っ
取
り
、
仲
秋
を
追
放
す
る
も
の
、
了
俊
恩
顧
の
忠
臣
ら
の
働
き
で
、
仲
秋
が
め
で
た
く
城
主
に
返
り
咲
く
と
い
う
の
が
大
筋
で
あ
る
。
若
殿
の
遊
蕩
に
乗
じ
た
叔
父
に
よ
る
簒
奪
と
家
臣
団
の
尽
力
に
よ
る
家
督
回
復
と
い
う
筋
書
は
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
御
家
物
の
定
石
だ
が
、
こ
で
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
幼
年
で
家
督
を
継
い
だ
駿
河
今
川
家
第
九
代
氏
親
か
ら
の
家
督
奪
取
を
企
て
た
又
叔
父
小
鹿
範
満
を
北
条
早
雲
率
い
る
一
党
が
討
っ
た
一
件
（
一
四
八
七
）
と
、
仙
台
藩
第
三
代
藩
主
伊
達
綱
宗
に
対
し
て
奢
侈
放
蕩
を
理
由
に
強
制
隠
居
を
命
じ
た
幕
命
に
端
を
発
す
る
伊
達
騒
動
（
一
六
〇
～
七
一
）
で
あ
る
。
史
実
で
は
了
俊
の
末
弟
・
養
嗣
子
と
し
て
遠
江
領
を
継
い
だ
仲
秋
が
駿
河
国
主
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
史
実
の
駿
河
今
川
家
の
御
家
騒
動
に
引
き
寄
せ
た
め
だ
が
、
そ
こ
に
さ
ら
に
伊
達
綱
宗
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
世
界
の
「
駿
河
の
今
川
仲
秋
」
は
、
碩
学
の
名
君
今
川
了
俊
の
不
肖
の
息
子
一
二
に
し
て
、
遊
蕩
三
昧
の
和
事
の
若
殿
の
典
型
と
な
り
、
身
請
し
た
傾
城
と
許
嫁
姫
と
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（27）
の
三
角
関
係
を
演
ず
る
の
が
常
套
と
な
る
一
三
。
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
は
、
こ
の
類
型
の
駿
河
今
川
物
一
四
に
羽
衣
の
趣
向
を
加
え
た
上
に
、
正
徳
五
年
な
い
し
享
保
元
年
（
一
七
一
五
）
初
演
の
紀
海
音
作
『
忠
臣
青
砥
刀
』
一
五
に
想
を
得
た
猫
の
怨
霊
事
を
絡
め
た
も
の
で
、
大
名
題
も
猫
の
怨
霊
を
標
榜
し
て
い
る
。
九
十
年
後
の
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
二
月
に
大
坂
中
座
で
歌
舞
伎
化
さ
れ
た
際
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
三
代
尾
上
菊
五
郎
の
化
け
猫
芸
を
売
り
物
と
す
る
狂
言
と
な
り
、
羽
衣
絡
み
の
筋
書
き
は
ほ
ぼ
割
愛
さ
れ
て
ゆ
く
が
一
六
、
本
稿
の
文
脈
で
は
無
論
の
こ
と
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
と
し
て
の
側
面
が
重
要
と
な
る
。
（
二
）
「
御
家
の
宝
」
と
し
て
の
羽
衣
近
松
以
来
の
駿
河
今
川
物
の
常
套
と
し
て
、
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
で
も
家
督
相
続
者
と
し
て
の
仲
秋
の
正
統
性
は
、
了
俊
が
仲
秋
に
授
け
た
今
川
状
に
依
拠
し
て
い
る
。
先
行
す
る
今
川
物
で
は
、
そ
の
今
川
状
の
紛
失
と
行
方
争
い
が
御
家
騒
動
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
が
、『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
で
は
、
家
宝
と
し
て
の
「
天
の
羽
衣
」
の
紛
失
が
御
家
騒
動
の
発
端
と
な
る
。
こ
の
浄
瑠
璃
で
は
、
駿
河
今
川
家
の
所
領
安
堵
は
今
川
家
が
帝
よ
り
預
か
る
「
天
の
羽
衣
」
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
お
り
、
家
督
継
承
の
祝
儀
に
際
し
、
継
承
者
が
将
軍
の
上
使
立
ち
会
い
の
下
で
「
天
の
羽
衣
」
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
所
領
安
堵
の
確
認
を
行
う
と
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
設
定
は
無
論
の
こ
と
、
能
『
羽
衣
』
の
舞
台
で
あ
る
駿
河
国
の
物
語
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
設
定
を
前
提
に
、
家
督
簒
奪
を
企
図
す
る
定
広
は
、
傾
城
奥
州
に
現
を
抜
か
す
仲
秋
の
隙
を
突
き
、
浪
人
片
桐
才
蔵
に
命
じ
て
密
か
に
羽
衣
を
盗
ま
せ
る
と
も
に
、
か
ね
て
よ
り
奥
州
に
執
心
の
上
使
山
名
弾
正
と
図
り
、
継
目
祝
儀
の
場
で
公
然
と
仲
秋
に
家
宝
紛
失
の
責
任
を
負
わ
せ
、
首
尾
よ
く
仲
秋
を
追
放
す
る
（
初
段
）
。
続
く
第
二
段
か
ら
第
四
段
で
は
、
流
浪
の
身
と
な
っ
た
仲
秋
と
許
嫁
小
蝶
の
前
と
奥
州
に
山
名
を
加
え
た
二
重
の
三
角
関
係
（
第
二
～
三
段
）
、
奥
州
の
死
と
化
猫
化
（
第
三
～
四
段
）
、
化
猫
騒
動
を
利
用
し
て
小
蝶
の
前
親
子
の
暗
殺
を
図
る
定
広
の
企
み
（
第
四
段
）
と
い
っ
た
流
れ
に
、
羽
衣
の
捜
索
と
仲
秋
の
復
権
を
目
指
す
忠
臣
た
ち
の
動
向
や
、
盗
み
出
し
た
羽
衣
を
横
領
し
て
我
が
子
に
譲
ろ
う
と
す
る
片
桐
と
、
そ
の
阻
止
を
図
る
女
房
お
た
き
（
実
は
仲
秋
の
忠
臣
大
道
寺
新
兵
衛
の
妹
若
葉
）
の
葛
藤
と
い
っ
た
複
数
の
筋
が
交
錯
す
る
。
最
終
段
、
流
離
を
経
て
成
長
し
、
忠
臣
の
働
き
で
羽
衣
を
取
り
戻
し
た
仲
秋
は
、
功
労
の
家
臣
一
行
と
も
に
都
に
上
り
、
将
軍
義
政
直
々
の
裁
き
に
臨
む
が
、
定
広
も
ま
た
羽
衣
を
携
え
て
山
名
と
も
ど
も
参
上
し
、
自
ら
の
羽
衣
こ
そ
が
本
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
こ
で
将
軍
が
両
者
の
羽
衣
に
火
を
か
け
る
と
、
定
広
の
偽
の
羽
衣
は
燃
え
尽
き
、
仲
秋
の
そ
れ
は
燃
え
る
こ
と
な
く
光
り
輝
く
。
こ
に
至
っ
て
善
悪
正
邪
は
明
ら
か
と
な
り
、
悪
巧
み
の
一
味
は
捕
ら
え
ら
れ
、
仲
秋
は
所
領
安
堵
の
御
教
書
を
賜
っ
て
大
団
円
と
な
る
。
こ
の
浄
瑠
璃
で
用
い
ら
れ
た
「
天
の
羽
衣
」
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
正
本
の
本
文
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
絵
尽
一
七
に
は
二
カ
所
に
羽
衣
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
第
四
段
切
（
片
桐
内
の
段
）
で
、
羽
衣
を
盗
み
出
し
た
片
桐
の
女
房
と
な
っ
て
い
る
お
た
き
（
若
葉
）
が
、
仲
秋
の
家
臣
と
し
て
羽
衣
捜
索
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
兄
お
よ
び
主
家
と
の
板
挟
み
と
な
っ
て
苦
悩
す
る
場
面
（
図
①
）
、
91
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（27）
の
三
角
関
係
を
演
ず
る
の
が
常
套
と
な
る
一
三
。
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
は
、
こ
の
類
型
の
駿
河
今
川
物
一
四
に
羽
衣
の
趣
向
を
加
え
た
上
に
、
正
徳
五
年
な
い
し
享
保
元
年
（
一
七
一
五
）
初
演
の
紀
海
音
作
『
忠
臣
青
砥
刀
』
一
五
に
想
を
得
た
猫
の
怨
霊
事
を
絡
め
た
も
の
で
、
大
名
題
も
猫
の
怨
霊
を
標
榜
し
て
い
る
。
九
十
年
後
の
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
二
月
に
大
坂
中
座
で
歌
舞
伎
化
さ
れ
た
際
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
三
代
尾
上
菊
五
郎
の
化
け
猫
芸
を
売
り
物
と
す
る
狂
言
と
な
り
、
羽
衣
絡
み
の
筋
書
き
は
ほ
ぼ
割
愛
さ
れ
て
ゆ
く
が
一
六
、
本
稿
の
文
脈
で
は
無
論
の
こ
と
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
と
し
て
の
側
面
が
重
要
と
な
る
。
（
二
）
「
御
家
の
宝
」
と
し
て
の
羽
衣
近
松
以
来
の
駿
河
今
川
物
の
常
套
と
し
て
、
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
で
も
家
督
相
続
者
と
し
て
の
仲
秋
の
正
統
性
は
、
了
俊
が
仲
秋
に
授
け
た
今
川
状
に
依
拠
し
て
い
る
。
先
行
す
る
今
川
物
で
は
、
そ
の
今
川
状
の
紛
失
と
行
方
争
い
が
御
家
騒
動
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
が
、『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
で
は
、
家
宝
と
し
て
の
「
天
の
羽
衣
」
の
紛
失
が
御
家
騒
動
の
発
端
と
な
る
。
こ
の
浄
瑠
璃
で
は
、
駿
河
今
川
家
の
所
領
安
堵
は
今
川
家
が
帝
よ
り
預
か
る
「
天
の
羽
衣
」
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
お
り
、
家
督
継
承
の
祝
儀
に
際
し
、
継
承
者
が
将
軍
の
上
使
立
ち
会
い
の
下
で
「
天
の
羽
衣
」
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
所
領
安
堵
の
確
認
を
行
う
と
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
設
定
は
無
論
の
こ
と
、
能
『
羽
衣
』
の
舞
台
で
あ
る
駿
河
国
の
物
語
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
設
定
を
前
提
に
、
家
督
簒
奪
を
企
図
す
る
定
広
は
、
傾
城
奥
州
に
現
を
抜
か
す
仲
秋
の
隙
を
突
き
、
浪
人
片
桐
才
蔵
に
命
じ
て
密
か
に
羽
衣
を
盗
ま
せ
る
と
も
に
、
か
ね
て
よ
り
奥
州
に
執
心
の
上
使
山
名
弾
正
と
図
り
、
継
目
祝
儀
の
場
で
公
然
と
仲
秋
に
家
宝
紛
失
の
責
任
を
負
わ
せ
、
首
尾
よ
く
仲
秋
を
追
放
す
る
（
初
段
）
。
続
く
第
二
段
か
ら
第
四
段
で
は
、
流
浪
の
身
と
な
っ
た
仲
秋
と
許
嫁
小
蝶
の
前
と
奥
州
に
山
名
を
加
え
た
二
重
の
三
角
関
係
（
第
二
～
三
段
）
、
奥
州
の
死
と
化
猫
化
（
第
三
～
四
段
）
、
化
猫
騒
動
を
利
用
し
て
小
蝶
の
前
親
子
の
暗
殺
を
図
る
定
広
の
企
み
（
第
四
段
）
と
い
っ
た
流
れ
に
、
羽
衣
の
捜
索
と
仲
秋
の
復
権
を
目
指
す
忠
臣
た
ち
の
動
向
や
、
盗
み
出
し
た
羽
衣
を
横
領
し
て
我
が
子
に
譲
ろ
う
と
す
る
片
桐
と
、
そ
の
阻
止
を
図
る
女
房
お
た
き
（
実
は
仲
秋
の
忠
臣
大
道
寺
新
兵
衛
の
妹
若
葉
）
の
葛
藤
と
い
っ
た
複
数
の
筋
が
交
錯
す
る
。
最
終
段
、
流
離
を
経
て
成
長
し
、
忠
臣
の
働
き
で
羽
衣
を
取
り
戻
し
た
仲
秋
は
、
功
労
の
家
臣
一
行
と
も
に
都
に
上
り
、
将
軍
義
政
直
々
の
裁
き
に
臨
む
が
、
定
広
も
ま
た
羽
衣
を
携
え
て
山
名
と
も
ど
も
参
上
し
、
自
ら
の
羽
衣
こ
そ
が
本
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
こ
で
将
軍
が
両
者
の
羽
衣
に
火
を
か
け
る
と
、
定
広
の
偽
の
羽
衣
は
燃
え
尽
き
、
仲
秋
の
そ
れ
は
燃
え
る
こ
と
な
く
光
り
輝
く
。
こ
に
至
っ
て
善
悪
正
邪
は
明
ら
か
と
な
り
、
悪
巧
み
の
一
味
は
捕
ら
え
ら
れ
、
仲
秋
は
所
領
安
堵
の
御
教
書
を
賜
っ
て
大
団
円
と
な
る
。
こ
の
浄
瑠
璃
で
用
い
ら
れ
た
「
天
の
羽
衣
」
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
正
本
の
本
文
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
絵
尽
一
七
に
は
二
カ
所
に
羽
衣
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
第
四
段
切
（
片
桐
内
の
段
）
で
、
羽
衣
を
盗
み
出
し
た
片
桐
の
女
房
と
な
っ
て
い
る
お
た
き
（
若
葉
）
が
、
仲
秋
の
家
臣
と
し
て
羽
衣
捜
索
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
兄
お
よ
び
主
家
と
の
板
挟
み
と
な
っ
て
苦
悩
す
る
場
面
（
図
①
）
、
90
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（29）
た
だ
し
、
菊
之
丞
の
役
名
は
「
天
人
」
で
も
「
天
津
乙
女
」
で
も
な
く
、「
加
陵
頻
加
」
な
い
し
「
加
陵
頻
」
で
あ
る
二
。
ま
た
、
首
尾
一
貫
し
た
形
で
物
語
を
語
る
こ
と
よ
り
も
役
者
の
芸
を
見
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
江
戸
時
代
の
歌
舞
伎
の
常
と
し
て
、
全
体
の
筋
書
は
荒
唐
無
稽
に
し
て
錯
綜
を
極
め
て
お
り
、
菊
之
丞
演
ず
る
加
陵
頻
加
の
命
運
も
、
能
『
羽
衣
』
の
天
人
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
曲
折
を
辿
る
。
加
陵
頻
加
は
天
帝
の
命
に
よ
り
羽
衣
を
携
え
て
富
士
の
裾
野
に
降
り
立
ち
、
美
保
の
漁
師
白
龍
の
妻
と
な
る
が
、
当
代
の
実
悪
筆
頭
た
る
初
代
市
川
宗
三
郎
演
ず
る
白
龍
は
、
己
が
出
世
の
た
め
羽
衣
を
時
の
将
軍
源
頼
朝
に
献
上
す
べ
く
画
策
し
た
結
果
、
海
老
蔵
演
ず
る
偽
の
工
藤
祐
経
（
実
は
頼
朝
を
一
門
の
仇
と
狙
う
平
景
清
）
に
殺
害
さ
れ
、
羽
衣
を
奪
わ
れ
る
。
同
年
三
月
刊
行
の
評
判
記
『
役
者
紋
二
色
』
の
挿
絵
の
中
央
左
側
部
分
（
図
③
）
二
三
は
、
白
龍
と
景
清
の
対
決
の
場
面
に
対
応
し
て
お
り
、
「
翼
と
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
羽
衣
」
を
抱
え
て
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
の
が
白
龍
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
羽
衣
」
絡
み
の
筋
書
は
、
工
藤
を
親
の
仇
と
狙
う
曾
我
兄
弟
の
動
向
や
、
頼
朝
暗
殺
を
画
策
す
る
景
清
の
暗
躍
と
交
錯
し
つ
、
白
龍
役
の
宗
三
郎
が
二
役
で
演
ず
る
真
の
工
藤
と
曾
我
兄
弟
の
対
面
の
場
（
一
番
目
大
詰
）
を
挟
ん
で
、
二
番
目
へ
と
続
く
。
白
龍
の
亡
霊
か
ら
羽
衣
強
奪
の
顛
末
を
告
げ
ら
れ
た
加
陵
頻
加
は
、
羽
衣
奪
還
の
た
め
傾
城
通
路
と
名
を
変
え
て
廓
に
身
を
潜
め
、
景
清
に
接
近
を
図
る
が
二
四
、
結
局
羽
衣
の
奪
還
は
叶
わ
ず
、
亡
夫
白
龍
の
亡
霊
に
苛
ま
れ
た
末
に
、
天
帝
か
ら
は
五
衰
の
苦
し
み
を
宣
告
さ
れ
て
愁
嘆
に
終
わ
る
。
羽
衣
奪
還
を
果
た
せ
ぬ
ま
救
い
の
な
い
末
路
を
迎
え
る
加
陵
頻
加
の
命
運
は
、
能
『
羽
衣
』
の
天
人
と
は
全
く
異
質
で
あ
り
、
『
近
江
国
風
土
記
』
逸
文
や
『
駿
河
国
風
土
記
』
逸
文
の
天
人
女
房
型
の
羽
衣
伝
説
よ
り
も
、『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
天
人
流
離
譚
の
悲
哀
を
彷
彿
さ
せ
る
。
他
方
、
二
番
目
詰
な
い
し
三
番
目
で
演
じ
ら
れ
る
「
天
人
羽
衣
」
の
所
作
事
二
五
は
、
謡
曲
『
羽
衣
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
こ
の
所
作
事
を
通
じ
て
加
陵
頻
加
に
は
浄
化
な
い
し
救
済
が
も
た
ら
さ
れ
、
詞
章
に
い
う
「
迦
陵
頻
伽
乃
馴
れ
馴
れ
し
聲
」
の
響
き
渡
る
「
住
み
馴
れ
し
空
」
へ
の
帰
還
が
暗
示
さ
れ
る
こ
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
狂
言
で
は
、
謡
曲
『
羽
衣
』
に
謡
わ
れ
る
天
人
が
迦
陵
頻
伽
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
、
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
新
奇
な
意
匠
を
導
入
す
る
た
め
に
施
さ
れ
た
操
作
で
あ
っ
た
。
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
新
奇
な
意
匠
を
伴
う
天
人
像
が
違
和
感
な
く
受
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
先
行
す
る
歌
舞
伎
狂
言
の
中
に
「
翼
を
伴
う
美
女
」
と
し
て
の
姿
を
と
っ
て
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
た
、
迦
陵
頻
伽
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
（
二
）
初
期
の
歌
舞
伎
狂
言
と
迦
陵
頻
伽
迦
陵
頻
伽
が
登
場
す
る
延
享
年
間
以
前
の
演
目
と
し
て
は
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
六
月
江
戸
森
田
座
の
『
梵
天
国
宝
船
』
二
六
や
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
七
月
同
座
の
再
演
『
梵
天
国
』
二
七
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
梵
天
国
』
の
物
語
は
室
町
時
代
か
ら
御
伽
草
子
を
通
じ
て
膾
炙
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
主
人
公
の
中
将
一
行
が
羅
刹
国
の
は
く
も
ん
王
の
追
撃
か
ら
逃
れ
る
場
面
で
迦
陵
頻
伽
が
登
場
し
、
主
人
公
一
行
の
逃
走
を
支
援
す
る
。
芝
居
の
領
域
で
は
、
万
治
三
年
（
一
六
〇
）
十
一
月
に
江
戸
の
人
形
浄
瑠
璃
座
日
向
太
夫
座
で
初
演
さ
れ
た
後
、
初
期
の
人
形
浄
瑠
璃
で
は
一
日
の
上
演
の
最
後
に
必
ず
登
場
す
る
付
祝
言
に
類
す
る
演
目
と
（28）
も
う
一
つ
は
第
五
段
切
（
大
広
間
の
段
）
で
、
真
贋
双
方
の
羽
衣
に
火
が
か
け
ら
れ
る
場
面
（
図
②
）
で
あ
る
。
後
者
に
描
か
れ
た
羽
衣
は
、
元
禄
歌
舞
伎
の
「
天
人
衣
裳
」
に
似
た
、
襞
飾
り
を
伴
う
布
帛
製
の
衣
一
八
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
前
者
で
は
、
明
ら
か
に
羽
毛
を
連
ね
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
背
に
翻
る
領
巾
と
は
別
に
、
そ
の
袂
付
近
か
ら
伸
び
る
部
分
は
、
長
い
尾
羽
を
表
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
部
分
を
見
る
限
り
で
は
、
翼
型
と
い
う
よ
り
蓑
型
に
近
い
が
一
九
、
後
述
の
よ
う
に
、
長
い
尾
羽
を
伴
う
翼
型
の
羽
衣
像
が
完
全
に
定
着
し
た
後
の
歌
舞
伎
の
絵
尽
や
評
判
記
の
挿
絵
で
も
、
そ
れ
が
装
着
さ
れ
た
状
態
で
は
蓑
型
に
近
い
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
例
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
浄
瑠
璃
芝
居
で
既
に
翼
型
の
羽
衣
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
（
三
）
天
人
に
擬
さ
れ
る
女
に
期
待
さ
れ
る
役
割
上
述
の
よ
う
に
、
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
に
は
羽
衣
と
も
に
天
下
っ
た
天
人
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
第
四
段
（
片
桐
内
の
段
）
切
で
羽
衣
を
纏
っ
て
嘆
く
お
た
き
（
若
葉
）
は
、
明
ら
か
に
天
人
に
擬
さ
れ
て
い
る
。
若
葉
は
先
代
の
今
川
家
執
権
大
道
寺
新
左
衛
門
の
娘
で
あ
り
、
定
広
の
配
下
に
殺
害
さ
れ
た
父
の
遺
言
に
従
っ
て
お
た
き
と
名
を
変
え
、
兄
新
兵
衛
と
も
に
羽
衣
の
行
方
探
し
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
片
桐
が
羽
衣
盗
み
の
実
行
犯
と
は
知
ら
ぬ
ま
、
夫
婦
と
な
っ
て
子
を
儲
け
る
。
し
か
し
、
片
桐
か
ら
羽
衣
横
領
の
企
て
と
、
そ
れ
を
我
が
子
に
継
が
せ
よ
う
と
す
る
企
み
を
告
げ
ら
れ
る
と
、
夫
婦
の
義
理
と
主
親
へ
の
忠
孝
の
狭
間
で
懊
悩
し
た
末
に
、
自
ら
羽
衣
を
身
に
ま
と
い
、
夫
と
子
に
対
す
る
情
愛
を
断
ち
切
っ
て
下
界
を
離
れ
、
羽
衣
を
仲
秋
に
返
還
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
敵
対
陣
営
に
属
す
る
男
の
妻
と
な
っ
た
後
、
そ
の
縁
を
切
っ
て
昇
天
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
若
葉
（
お
た
き
）
の
物
語
は
、
異
類
婚
姻
譚
の
変
種
を
な
し
て
い
る
。
同
時
に
、
忠
孝
相
矛
盾
す
る
現
実
の
柵
み
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
求
め
て
羽
衣
に
縋
る
お
た
き
の
心
情
は
、
性
別
や
事
情
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
現
世
の
ま
な
ら
な
さ
か
ら
隠
蓑
を
求
め
る
『
狭
衣
物
語
』
の
主
人
公
の
心
情
二
〇
に
連
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
若
葉
（
お
た
き
）
の
葛
藤
は
、
新
兵
衛
ら
の
説
得
に
よ
っ
て
改
心
し
た
片
桐
が
仲
秋
へ
の
帰
順
と
羽
衣
の
返
却
に
同
意
し
、
定
広
の
追
っ
手
を
討
っ
た
後
に
前
非
を
悔
い
て
自
害
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
は
解
消
さ
れ
る
。
し
か
し
、
後
続
の
歌
舞
伎
や
読
本
の
羽
衣
物
の
天
人
相
当
の
役
柄
に
は
、
時
と
し
て
よ
り
苛
烈
な
自
己
犠
牲
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
な
る
。
そ
の
典
型
は
、
上
方
歌
舞
伎
の
歴
史
に
一
大
画
期
を
記
し
た
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
を
歌
舞
伎
へ
と
導
入
し
た
『
羽
衣
寿
曾
我
』
の
天
人
も
ま
た
、
多
分
に
過
酷
な
命
運
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
二
、
『
羽
衣
寿
曾
我
』
―
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
翼
型
の
羽
衣
」
（
一
）
初
代
瀬
川
菊
之
丞
の
「
加
陵
頻
加
」
『
羽
衣
寿
曾
我
』
は
、
享
保
年
間
以
来
江
戸
歌
舞
伎
の
新
春
恒
例
と
な
っ
て
い
た
「
曾
我
対
面
」
に
、
座
頭
で
あ
る
二
代
目
市
川
海
老
蔵
（
前
二
代
団
十
郎
）
の
当
り
芸
「
景
清
」
と
能
『
羽
衣
』
の
趣
向
を
綯
い
交
ぜ
た
も
の
で
、
初
代
瀬
川
菊
之
丞
に
よ
る
「
天
人
羽
衣
」
の
所
作
事
が
大
当
た
り
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
二
一
。
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た
だ
し
、
菊
之
丞
の
役
名
は
「
天
人
」
で
も
「
天
津
乙
女
」
で
も
な
く
、「
加
陵
頻
加
」
な
い
し
「
加
陵
頻
」
で
あ
る
二
。
ま
た
、
首
尾
一
貫
し
た
形
で
物
語
を
語
る
こ
と
よ
り
も
役
者
の
芸
を
見
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
江
戸
時
代
の
歌
舞
伎
の
常
と
し
て
、
全
体
の
筋
書
は
荒
唐
無
稽
に
し
て
錯
綜
を
極
め
て
お
り
、
菊
之
丞
演
ず
る
加
陵
頻
加
の
命
運
も
、
能
『
羽
衣
』
の
天
人
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
曲
折
を
辿
る
。
加
陵
頻
加
は
天
帝
の
命
に
よ
り
羽
衣
を
携
え
て
富
士
の
裾
野
に
降
り
立
ち
、
美
保
の
漁
師
白
龍
の
妻
と
な
る
が
、
当
代
の
実
悪
筆
頭
た
る
初
代
市
川
宗
三
郎
演
ず
る
白
龍
は
、
己
が
出
世
の
た
め
羽
衣
を
時
の
将
軍
源
頼
朝
に
献
上
す
べ
く
画
策
し
た
結
果
、
海
老
蔵
演
ず
る
偽
の
工
藤
祐
経
（
実
は
頼
朝
を
一
門
の
仇
と
狙
う
平
景
清
）
に
殺
害
さ
れ
、
羽
衣
を
奪
わ
れ
る
。
同
年
三
月
刊
行
の
評
判
記
『
役
者
紋
二
色
』
の
挿
絵
の
中
央
左
側
部
分
（
図
③
）
二
三
は
、
白
龍
と
景
清
の
対
決
の
場
面
に
対
応
し
て
お
り
、
「
翼
と
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
羽
衣
」
を
抱
え
て
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
の
が
白
龍
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
羽
衣
」
絡
み
の
筋
書
は
、
工
藤
を
親
の
仇
と
狙
う
曾
我
兄
弟
の
動
向
や
、
頼
朝
暗
殺
を
画
策
す
る
景
清
の
暗
躍
と
交
錯
し
つ
、
白
龍
役
の
宗
三
郎
が
二
役
で
演
ず
る
真
の
工
藤
と
曾
我
兄
弟
の
対
面
の
場
（
一
番
目
大
詰
）
を
挟
ん
で
、
二
番
目
へ
と
続
く
。
白
龍
の
亡
霊
か
ら
羽
衣
強
奪
の
顛
末
を
告
げ
ら
れ
た
加
陵
頻
加
は
、
羽
衣
奪
還
の
た
め
傾
城
通
路
と
名
を
変
え
て
廓
に
身
を
潜
め
、
景
清
に
接
近
を
図
る
が
二
四
、
結
局
羽
衣
の
奪
還
は
叶
わ
ず
、
亡
夫
白
龍
の
亡
霊
に
苛
ま
れ
た
末
に
、
天
帝
か
ら
は
五
衰
の
苦
し
み
を
宣
告
さ
れ
て
愁
嘆
に
終
わ
る
。
羽
衣
奪
還
を
果
た
せ
ぬ
ま
救
い
の
な
い
末
路
を
迎
え
る
加
陵
頻
加
の
命
運
は
、
能
『
羽
衣
』
の
天
人
と
は
全
く
異
質
で
あ
り
、
『
近
江
国
風
土
記
』
逸
文
や
『
駿
河
国
風
土
記
』
逸
文
の
天
人
女
房
型
の
羽
衣
伝
説
よ
り
も
、『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
天
人
流
離
譚
の
悲
哀
を
彷
彿
さ
せ
る
。
他
方
、
二
番
目
詰
な
い
し
三
番
目
で
演
じ
ら
れ
る
「
天
人
羽
衣
」
の
所
作
事
二
五
は
、
謡
曲
『
羽
衣
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
こ
の
所
作
事
を
通
じ
て
加
陵
頻
加
に
は
浄
化
な
い
し
救
済
が
も
た
ら
さ
れ
、
詞
章
に
い
う
「
迦
陵
頻
伽
乃
馴
れ
馴
れ
し
聲
」
の
響
き
渡
る
「
住
み
馴
れ
し
空
」
へ
の
帰
還
が
暗
示
さ
れ
る
こ
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
狂
言
で
は
、
謡
曲
『
羽
衣
』
に
謡
わ
れ
る
天
人
が
迦
陵
頻
伽
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
、
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
新
奇
な
意
匠
を
導
入
す
る
た
め
に
施
さ
れ
た
操
作
で
あ
っ
た
。
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
新
奇
な
意
匠
を
伴
う
天
人
像
が
違
和
感
な
く
受
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
先
行
す
る
歌
舞
伎
狂
言
の
中
に
「
翼
を
伴
う
美
女
」
と
し
て
の
姿
を
と
っ
て
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
た
、
迦
陵
頻
伽
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
（
二
）
初
期
の
歌
舞
伎
狂
言
と
迦
陵
頻
伽
迦
陵
頻
伽
が
登
場
す
る
延
享
年
間
以
前
の
演
目
と
し
て
は
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
六
月
江
戸
森
田
座
の
『
梵
天
国
宝
船
』
二
六
や
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
七
月
同
座
の
再
演
『
梵
天
国
』
二
七
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
梵
天
国
』
の
物
語
は
室
町
時
代
か
ら
御
伽
草
子
を
通
じ
て
膾
炙
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
主
人
公
の
中
将
一
行
が
羅
刹
国
の
は
く
も
ん
王
の
追
撃
か
ら
逃
れ
る
場
面
で
迦
陵
頻
伽
が
登
場
し
、
主
人
公
一
行
の
逃
走
を
支
援
す
る
。
芝
居
の
領
域
で
は
、
万
治
三
年
（
一
六
〇
）
十
一
月
に
江
戸
の
人
形
浄
瑠
璃
座
日
向
太
夫
座
で
初
演
さ
れ
た
後
、
初
期
の
人
形
浄
瑠
璃
で
は
一
日
の
上
演
の
最
後
に
必
ず
登
場
す
る
付
祝
言
に
類
す
る
演
目
と
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を
覆
す
べ
く
、
細
川
勢
を
義
尚
も
ろ
と
も
排
除
し
て
、
旧
主
義
視
の
遺
児
義
村
丸
を
将
軍
位
に
就
け
る
こ
と
を
画
策
す
る
。
そ
の
た
め
、
傾
城
三
空
に
入
れ
揚
げ
る
婿
勝
家
を
諫
め
る
忠
臣
桂
左
衛
門
を
退
け
、
寛
容
で
物
分
か
り
の
良
い
舅
を
演
じ
つ
、
勝
家
の
遊
蕩
に
乗
じ
て
「
天
の
羽
衣
」
の
紛
失
を
装
う
と
も
に
、
嘉
吉
の
変
で
第
六
代
将
軍
義
教
暗
殺
の
首
謀
者
と
し
て
討
た
れ
た
赤
松
満
祐
の
遺
児
四
郎
に
命
じ
て
、
細
川
家
の
「
霓
裳
羽
衣
の
巻
物
」
を
奪
わ
せ
る
（
以
上
一
番
目
）
。
折
し
も
、
赤
子
の
無
事
成
長
を
祈
念
す
る
捨
て
子
儀
礼
の
た
め
細
川
家
に
預
け
ら
れ
た
将
軍
家
の
姫
が
行
方
不
明
と
な
る
。
巻
物
の
紛
失
に
続
く
二
重
の
失
態
に
、
細
川
家
の
当
主
政
基
は
切
腹
、
継
嗣
勝
元
は
追
放
と
な
り
、
勝
家
も
遊
蕩
と
羽
衣
紛
失
の
責
め
を
負
っ
て
山
名
家
を
追
放
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
宗
全
の
企
て
は
成
功
す
る
か
に
見
え
た
が
、
何
者
か
の
密
告
に
よ
っ
て
義
尚
暗
殺
計
画
が
露
見
し
た
こ
と
で
、
宗
全
も
ま
た
切
腹
を
申
し
つ
け
ら
れ
る
仕
儀
と
な
り
、
結
果
的
に
細
川
家
と
山
名
家
は
共
倒
れ
と
な
る
。
そ
の
宗
全
の
介
錯
を
命
じ
ら
れ
た
忠
臣
桂
左
衛
門
こ
そ
が
、
実
は
義
視
の
遺
児
義
村
丸
で
あ
り
、
今
際
の
際
の
宗
全
か
ら
己
の
出
自
を
知
ら
さ
れ
、
天
下
掌
握
の
大
望
と
も
に
「
天
の
羽
衣
」
を
密
か
に
授
け
ら
れ
る
（
以
上
二
番
目
）
。
左
衛
門
は
主
君
宗
全
と
亡
父
義
視
の
遺
恨
を
晴
ら
す
べ
く
、
宗
全
の
遺
訓
に
従
っ
て
北
川
惣
左
衛
門
三
五
と
名
乗
る
浪
人
と
な
り
、
赤
松
四
郎
の
補
佐
を
受
け
て
将
軍
位
簒
奪
の
陰
謀
を
企
て
る
。
こ
に
、
流
浪
の
身
と
な
っ
た
山
名
勝
家
お
よ
び
天
津
姫
と
、
傾
城
三
空
の
三
角
関
係
含
み
の
逃
避
行
や
、
細
川
勝
元
に
よ
る
両
家
復
興
の
模
索
と
い
っ
た
大
筋
に
加
え
、
惣
左
衛
門
の
前
妻
と
後
妻
の
自
己
犠
牲
や
、
惣
左
衛
門
の
下
僕
与
五
郎
の
仇
討
ち
と
い
っ
た
脇
筋
が
絡
ん
で
ゆ
く
。
（
二
）
「
天
人
」
の
見
せ
場
と
し
て
の
愁
嘆
と
死
こ
の
狂
言
で
天
人
に
擬
さ
れ
る
の
は
、
赤
松
四
郎
と
一
旦
別
れ
て
与
五
郎
夫
妻
と
も
に
駿
河
美
保
に
潜
伏
し
た
惣
左
衛
門
の
後
妻
と
し
て
四
番
目
「
三
穂
の
祭
礼
に
後
妻
の
天
人
」
三
六
に
登
場
す
る
乙
女
で
あ
る
。
乙
女
は
惣
左
衛
門
の
正
体
も
企
み
も
知
ら
ぬ
ま
、
既
に
惣
左
衛
門
と
の
間
に
一
子
を
儲
け
て
お
り
、
近
々
羽
衣
明
神
の
祭
礼
で
舞
姫
を
務
め
る
た
め
の
準
備
に
余
念
が
な
い
。
そ
の
妹
が
傾
城
三
空
で
あ
り
、
勝
家
お
よ
び
天
津
姫
と
も
に
逃
避
行
を
続
け
る
中
、
姉
妹
の
父
で
あ
る
軍
学
者
白
了
と
惣
左
衛
門
の
留
守
中
に
、
父
を
頼
っ
て
や
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
惣
左
衛
門
の
前
妻
で
、
天
津
姫
の
侍
女
で
あ
っ
た
白
妙
も
こ
の
家
を
訪
れ
、
与
五
郎
相
手
に
し
ば
し
滑
稽
な
や
り
と
り
を
繰
り
広
げ
る
が
、
乙
女
が
惣
左
衛
門
の
妻
に
な
っ
て
い
る
と
知
る
や
、
刀
を
取
り
上
げ
て
嫐
打
ち
に
出
る
。
乙
女
も
与
五
郎
夫
妻
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
こ
れ
に
応
戦
す
る
が
、
白
了
と
惣
左
衛
門
の
帰
宅
が
間
近
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
と
、
白
妙
と
乙
女
は
一
転
協
力
し
て
三
人
の
逃
亡
者
を
急
ぎ
匿
い
、
帰
宅
し
た
両
名
に
事
情
を
問
い
質
す
。
白
了
は
、
自
分
が
仕
官
を
決
め
た
村
雲
大
学
こ
そ
が
宗
全
を
陥
れ
た
張
本
人
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
大
学
か
ら
逃
走
中
の
勝
家
と
天
津
姫
の
身
柄
確
保
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
与
五
郎
の
父
の
殺
害
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
す
。
乙
女
は
父
の
悪
事
に
衝
撃
を
受
け
、
与
五
郎
は
親
の
仇
が
知
れ
た
と
勇
む
が
、
惣
左
衛
門
は
舅
白
了
へ
の
義
理
が
大
事
と
乙
女
を
諭
し
、
与
五
郎
を
打
擲
し
て
仇
討
ち
を
禁
ず
る
。
の
み
な
ら
ず
、
「
子
が
可
愛
さ
」
か
ら
旧
主
の
仇
で
あ
る
大
学
に
敢
え
て
与
し
、
我
が
子
の
出
世
を
図
る
こ
と
を
肯
ん
ず
る
。
糟
糠
の
妻
と
し
て
惣
左
衛
門
の
忠
義
心
を
知
る
白
妙
は
、
こ
れ
も
深
謀
遠
慮
あ
っ
て
の
方
便
と
看
破
（30）
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
元
禄
末
の
森
田
座
が
歌
舞
伎
化
し
た
の
が
『
梵
天
国
宝
船
』
で
、
女
方
の
出
来
島
喜
世
彦
が
迦
陵
頻
伽
を
演
じ
た
こ
と
が
絵
入
狂
言
本
二
八
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
舞
楽
で
は
童
舞
で
あ
る
『
迦
陵
頻
』
が
、
歌
舞
伎
で
は
女
方
の
舞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
二
九
。
た
だ
し
、
絵
入
狂
言
本
の
挿
絵
の
迦
陵
頻
伽
は
、
御
伽
草
子
の
挿
絵
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
、
蹴
爪
の
あ
る
鳥
の
脚
を
持
ち
、
腕
を
持
た
な
い
人
面
鳥
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
（
図
④
）
、
舞
台
で
の
上
演
実
態
は
反
映
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
宝
永
三
年
の
再
演
時
に
板
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
判
丹
絵
（
図
⑤
）
三
〇
で
も
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
二
月
の
大
坂
嵐
座
の
二
の
替
『
土
佐
國
五
台
山
文
殊
浄
土
』
三
一
で
は
、
売
り
出
し
中
の
若
女
形
で
あ
っ
た
三
代
目
上
村
吉
彌
が
迦
陵
頻
を
舞
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
評
し
た
評
判
記
『
役
者
三
世
相
』
三
二
の
挿
絵
（
図
⑥
）
に
は
、
翼
を
背
負
っ
て
舞
う
吉
彌
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
翼
の
形
は
、
現
行
の
舞
楽
『
迦
陵
頻
』
で
用
い
ら
れ
る
先
端
が
上
向
き
に
な
っ
た
翼
と
は
異
な
っ
て
、
翼
角
を
頂
点
と
し
て
先
端
は
下
を
向
い
て
お
り
、
大
き
く
翻
る
長
大
な
尾
羽
と
も
ど
も
、
絵
画
的
表
現
に
お
け
る
迦
陵
頻
伽
像
の
翼
や
尾
羽
の
描
写
に
よ
り
近
似
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
翼
を
装
着
し
た
女
形
に
よ
る
迦
陵
頻
伽
の
舞
姿
が
、
翼
型
の
羽
衣
を
伴
う
『
羽
衣
寿
曾
我
』
の
加
陵
頻
＝
天
人
が
登
場
す
る
た
め
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
三
、
宝
暦
三
年
の
「
羽
衣
」
競
演
（
一
）
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
年
の
瀬
の
大
坂
で
は
、
道
頓
堀
五
座
の
う
ち
三
條
定
助
座
（
大
西
座
）
と
市
村
佐
の
八
座
（
中
座
）
の
二
座
が
、
二
の
替
わ
り
狂
言
と
し
て
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
を
出
し
、
さ
な
が
ら
羽
衣
競
演
の
様
相
を
呈
し
た
。
と
り
わ
け
、
初
世
並
木
正
三
の
作
に
か
る
三
條
座
の
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
は
、
二
つ
の
大
名
家
の
御
家
騒
動
に
天
下
簒
奪
の
企
て
が
絡
み
、
一
大
名
家
の
忠
臣
が
天
下
を
狙
う
大
謀
反
人
に
転
じ
て
暗
躍
す
る
波
乱
に
満
ち
た
筋
書
き
に
加
え
、
三
間
四
方
の
迫
り
上
が
り
を
用
い
た
前
代
未
聞
の
大
仕
掛
け
も
相
ま
っ
て
、
空
前
の
大
当
た
り
と
な
っ
て
翌
年
四
月
ま
で
続
演
さ
れ
三
、
享
保
改
革
期
以
来
人
形
浄
瑠
璃
に
圧
さ
れ
て
低
迷
し
て
い
た
上
方
歌
舞
伎
の
再
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
も
に
、
改
変
を
加
え
な
が
ら
幕
末
期
ま
で
繰
り
返
し
再
演
さ
れ
る
狂
言
と
な
っ
た
三
四
。
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
舞
台
は
、
第
九
代
足
利
将
軍
義
尚
が
治
め
る
虚
構
の
「
東
山
の
世
界
」
で
あ
る
。
こ
で
は
、
「
天
の
羽
衣
」
は
「
霓
裳
羽
衣
の
巻
物
」
と
並
ん
で
将
軍
宣
下
に
必
須
の
「
二
色
の
宝
」
と
さ
れ
、
将
軍
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
山
名
細
川
の
両
家
に
預
け
置
か
れ
て
い
る
。
物
語
は
、
こ
れ
ら
「
二
色
の
宝
」
の
紛
失
に
端
を
発
す
る
両
家
の
御
家
騒
動
に
、
先
の
将
軍
義
政
に
敗
れ
て
退
け
ら
れ
た
弟
義
視
の
遺
児
義
村
丸
に
よ
る
将
軍
位
簒
奪
の
企
て
が
絡
み
合
う
形
で
展
開
す
る
。山
名
家
と
細
川
家
は
か
つ
て
第
八
代
将
軍
の
擁
立
を
巡
っ
て
争
っ
た
が
、
細
川
家
が
擁
し
た
義
政
に
将
軍
宣
下
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
義
視
を
擁
し
た
山
名
家
は
敗
北
を
喫
し
て
い
た
。
加
え
て
、
時
の
将
軍
義
尚
の
命
に
よ
り
、
細
川
家
の
次
男
坊
勝
家
が
山
名
家
の
大
御
所
宗
全
の
一
粒
胤
た
る
天
津
姫
の
入
婿
と
な
っ
た
こ
と
で
、
山
名
家
は
事
実
上
細
川
家
に
乗
取
ら
れ
つ
あ
っ
た
。
宗
全
は
、
こ
の
情
勢
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を
覆
す
べ
く
、
細
川
勢
を
義
尚
も
ろ
と
も
排
除
し
て
、
旧
主
義
視
の
遺
児
義
村
丸
を
将
軍
位
に
就
け
る
こ
と
を
画
策
す
る
。
そ
の
た
め
、
傾
城
三
空
に
入
れ
揚
げ
る
婿
勝
家
を
諫
め
る
忠
臣
桂
左
衛
門
を
退
け
、
寛
容
で
物
分
か
り
の
良
い
舅
を
演
じ
つ
、
勝
家
の
遊
蕩
に
乗
じ
て
「
天
の
羽
衣
」
の
紛
失
を
装
う
と
も
に
、
嘉
吉
の
変
で
第
六
代
将
軍
義
教
暗
殺
の
首
謀
者
と
し
て
討
た
れ
た
赤
松
満
祐
の
遺
児
四
郎
に
命
じ
て
、
細
川
家
の
「
霓
裳
羽
衣
の
巻
物
」
を
奪
わ
せ
る
（
以
上
一
番
目
）
。
折
し
も
、
赤
子
の
無
事
成
長
を
祈
念
す
る
捨
て
子
儀
礼
の
た
め
細
川
家
に
預
け
ら
れ
た
将
軍
家
の
姫
が
行
方
不
明
と
な
る
。
巻
物
の
紛
失
に
続
く
二
重
の
失
態
に
、
細
川
家
の
当
主
政
基
は
切
腹
、
継
嗣
勝
元
は
追
放
と
な
り
、
勝
家
も
遊
蕩
と
羽
衣
紛
失
の
責
め
を
負
っ
て
山
名
家
を
追
放
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
宗
全
の
企
て
は
成
功
す
る
か
に
見
え
た
が
、
何
者
か
の
密
告
に
よ
っ
て
義
尚
暗
殺
計
画
が
露
見
し
た
こ
と
で
、
宗
全
も
ま
た
切
腹
を
申
し
つ
け
ら
れ
る
仕
儀
と
な
り
、
結
果
的
に
細
川
家
と
山
名
家
は
共
倒
れ
と
な
る
。
そ
の
宗
全
の
介
錯
を
命
じ
ら
れ
た
忠
臣
桂
左
衛
門
こ
そ
が
、
実
は
義
視
の
遺
児
義
村
丸
で
あ
り
、
今
際
の
際
の
宗
全
か
ら
己
の
出
自
を
知
ら
さ
れ
、
天
下
掌
握
の
大
望
と
も
に
「
天
の
羽
衣
」
を
密
か
に
授
け
ら
れ
る
（
以
上
二
番
目
）
。
左
衛
門
は
主
君
宗
全
と
亡
父
義
視
の
遺
恨
を
晴
ら
す
べ
く
、
宗
全
の
遺
訓
に
従
っ
て
北
川
惣
左
衛
門
三
五
と
名
乗
る
浪
人
と
な
り
、
赤
松
四
郎
の
補
佐
を
受
け
て
将
軍
位
簒
奪
の
陰
謀
を
企
て
る
。
こ
に
、
流
浪
の
身
と
な
っ
た
山
名
勝
家
お
よ
び
天
津
姫
と
、
傾
城
三
空
の
三
角
関
係
含
み
の
逃
避
行
や
、
細
川
勝
元
に
よ
る
両
家
復
興
の
模
索
と
い
っ
た
大
筋
に
加
え
、
惣
左
衛
門
の
前
妻
と
後
妻
の
自
己
犠
牲
や
、
惣
左
衛
門
の
下
僕
与
五
郎
の
仇
討
ち
と
い
っ
た
脇
筋
が
絡
ん
で
ゆ
く
。
（
二
）
「
天
人
」
の
見
せ
場
と
し
て
の
愁
嘆
と
死
こ
の
狂
言
で
天
人
に
擬
さ
れ
る
の
は
、
赤
松
四
郎
と
一
旦
別
れ
て
与
五
郎
夫
妻
と
も
に
駿
河
美
保
に
潜
伏
し
た
惣
左
衛
門
の
後
妻
と
し
て
四
番
目
「
三
穂
の
祭
礼
に
後
妻
の
天
人
」
三
六
に
登
場
す
る
乙
女
で
あ
る
。
乙
女
は
惣
左
衛
門
の
正
体
も
企
み
も
知
ら
ぬ
ま
、
既
に
惣
左
衛
門
と
の
間
に
一
子
を
儲
け
て
お
り
、
近
々
羽
衣
明
神
の
祭
礼
で
舞
姫
を
務
め
る
た
め
の
準
備
に
余
念
が
な
い
。
そ
の
妹
が
傾
城
三
空
で
あ
り
、
勝
家
お
よ
び
天
津
姫
と
も
に
逃
避
行
を
続
け
る
中
、
姉
妹
の
父
で
あ
る
軍
学
者
白
了
と
惣
左
衛
門
の
留
守
中
に
、
父
を
頼
っ
て
や
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
惣
左
衛
門
の
前
妻
で
、
天
津
姫
の
侍
女
で
あ
っ
た
白
妙
も
こ
の
家
を
訪
れ
、
与
五
郎
相
手
に
し
ば
し
滑
稽
な
や
り
と
り
を
繰
り
広
げ
る
が
、
乙
女
が
惣
左
衛
門
の
妻
に
な
っ
て
い
る
と
知
る
や
、
刀
を
取
り
上
げ
て
嫐
打
ち
に
出
る
。
乙
女
も
与
五
郎
夫
妻
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
こ
れ
に
応
戦
す
る
が
、
白
了
と
惣
左
衛
門
の
帰
宅
が
間
近
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
と
、
白
妙
と
乙
女
は
一
転
協
力
し
て
三
人
の
逃
亡
者
を
急
ぎ
匿
い
、
帰
宅
し
た
両
名
に
事
情
を
問
い
質
す
。
白
了
は
、
自
分
が
仕
官
を
決
め
た
村
雲
大
学
こ
そ
が
宗
全
を
陥
れ
た
張
本
人
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
大
学
か
ら
逃
走
中
の
勝
家
と
天
津
姫
の
身
柄
確
保
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
与
五
郎
の
父
の
殺
害
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
す
。
乙
女
は
父
の
悪
事
に
衝
撃
を
受
け
、
与
五
郎
は
親
の
仇
が
知
れ
た
と
勇
む
が
、
惣
左
衛
門
は
舅
白
了
へ
の
義
理
が
大
事
と
乙
女
を
諭
し
、
与
五
郎
を
打
擲
し
て
仇
討
ち
を
禁
ず
る
。
の
み
な
ら
ず
、
「
子
が
可
愛
さ
」
か
ら
旧
主
の
仇
で
あ
る
大
学
に
敢
え
て
与
し
、
我
が
子
の
出
世
を
図
る
こ
と
を
肯
ん
ず
る
。
糟
糠
の
妻
と
し
て
惣
左
衛
門
の
忠
義
心
を
知
る
白
妙
は
、
こ
れ
も
深
謀
遠
慮
あ
っ
て
の
方
便
と
看
破
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討
ち
取
る
こ
と
は
し
な
い
。
勝
家
と
も
に
細
川
山
名
両
家
の
再
興
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
と
、
義
村
の
髻
の
み
を
切
り
落
と
し
、
「
義
村
丸
殿
の
首
は
勝
元
が
討
取
た
　死
骸
は
自
ら
叡
山
に
登
せ
」
と
見
逃
す
。
か
く
て
義
村
は
勝
元
と
の
再
会
再
戦
を
約
し
、
勝
元
の
「
何
れ
も
勝
鬨
」
の
号
令
に
応
ず
る
晴
れ
や
か
な
鬨
の
声
と
も
に
打
ち
出
し
と
な
る
。
こ
の
狂
言
で
は
、
天
人
に
擬
さ
れ
る
乙
女
の
出
番
は
四
番
目
の
み
で
あ
り
、
先
立
つ
段
で
そ
の
存
在
が
予
告
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
最
終
段
の
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
な
い
。
狂
言
全
体
の
流
れ
の
中
で
は
、
こ
の
段
自
体
が
挿
話
的
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。
乙
女
の
物
語
は
こ
の
段
の
中
で
完
結
し
、
羽
衣
を
着
し
て
の
長
い
愁
嘆
と
、
こ
れ
に
続
く
派
手
な
殺
し
場
を
最
後
の
見
せ
場
と
し
て
、
後
に
は
何
の
尾
も
引
か
な
い
。
羽
衣
を
着
し
て
の
舞
と
愁
嘆
と
凄
絶
な
死
の
み
が
、
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
「
天
人
」
に
求
め
ら
れ
る
役
割
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
三
）
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
対
す
る
佐
の
八
座
の
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
は
、
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
と
し
て
は
比
較
的
珍
し
く
、
羽
衣
と
も
に
天
下
っ
た
天
津
乙
女
が
芝
居
中
の
役
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
と
は
い
う
も
の
、
御
家
騒
動
の
引
き
金
と
な
る
重
代
の
重
宝
は
、「
羽
衣
」
で
は
な
く
「
印
子
の
弁
天
」
で
あ
る
。
狂
言
全
体
の
大
枠
は
、
三
保
松
原
に
降
り
立
っ
た
天
人
の
羽
衣
の
争
奪
の
中
で
殺
さ
れ
た
二
人
の
漁
師
、
白
龍
と
青
龍
の
そ
れ
ぞ
れ
の
息
子
た
ち
に
よ
る
二
組
の
仇
討
ち
と
、
駿
河
国
領
主
入
間
家
の
家
宝
で
あ
る
純
金
の
弁
天
像
の
行
方
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
絡
み
な
が
ら
展
開
し
て
ゆ
く
。
入
間
家
の
家
臣
鷺
坂
里
右
衛
門
は
、
三
保
の
漁
師
白
龍
の
息
子
で
あ
り
、
羽
衣
を
手
に
し
た
白
龍
が
こ
れ
を
見
咎
め
た
青
龍
と
争
う
場
に
駆
け
つ
け
る
も
、
白
龍
は
何
者
か
に
銃
撃
さ
れ
、
こ
れ
を
助
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
斬
り
か
っ
て
き
た
青
龍
を
止
む
な
く
返
り
討
ち
に
す
る
。
里
右
衛
門
は
父
を
射
殺
し
て
羽
衣
を
奪
っ
た
伊
達
与
之
助
（
三
吉
）
を
仇
と
し
て
追
い
、
そ
の
後
に
駆
け
つ
け
た
青
龍
の
息
子
本
田
十
内
は
、
父
の
殺
害
犯
が
残
し
た
刀
の
先
を
見
出
し
、
仇
討
ち
を
誓
う
。他
方
、
入
間
の
若
殿
直
次
郎
は
例
に
よ
っ
て
遊
蕩
児
で
あ
り
、
許
嫁
の
花
お
り
姫
を
差
し
置
い
て
傾
城
司
を
請
け
出
す
。
し
か
し
、
家
督
簒
奪
を
目
論
む
叔
父
帯
刀
が
、
手
下
で
あ
る
干
糠
の
八
蔵
に
印
子
の
弁
天
を
盗
ま
せ
、
直
次
郎
に
家
宝
紛
失
の
責
を
負
わ
せ
て
追
放
す
る
。
直
次
郎
は
廓
の
夜
番
に
身
を
落
と
し
、
こ
れ
を
助
け
る
た
め
に
花
お
り
姫
は
遊
女
と
な
っ
て
傾
城
羽
衣
と
名
乗
る
も
、
か
ね
て
よ
り
花
お
り
姫
に
執
心
の
帯
刀
が
遊
客
と
し
て
求
め
る
無
理
無
体
に
難
渋
す
る
。
そ
こ
に
奪
わ
れ
た
羽
衣
を
探
し
求
め
る
天
津
乙
女
が
辿
り
着
き
、
直
次
郎
と
の
逢
瀬
を
条
件
に
傾
城
羽
衣
の
身
替
わ
り
と
な
る
。
こ
の
間
、
司
は
与
之
助
の
両
親
で
あ
る
与
作
と
重
の
井
の
元
に
身
を
寄
せ
、
与
之
助
に
言
い
寄
ら
れ
つ
も
直
次
郎
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
る
。
そ
こ
に
与
之
助
を
父
の
仇
と
疑
う
十
内
が
絡
み
、
事
態
を
さ
ら
に
混
乱
さ
せ
る
が
、
最
終
的
に
は
里
右
衛
門
と
十
内
の
双
方
が
父
の
仇
に
辿
り
着
き
、
十
内
は
里
右
衛
門
と
和
解
し
て
、
与
之
助
を
懲
ら
す
と
も
に
干
糠
の
八
蔵
を
討
ち
、
黒
幕
帯
刀
の
陰
謀
を
も
見
顕
し
て
、
弁
天
像
の
奪
回
と
直
次
郎
の
復
権
が
果
た
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
間
に
、
直
次
郎
と
盃
を
交
わ
し
た
花
お
り
姫
へ
の
嫉
妬
に
狂
っ
た
司
は
、
『
道
成
（32）
す
る
が
、
乙
女
は
惣
左
衛
門
の
真
意
を
計
り
か
ね
、
夫
が
陥
っ
た
「
子
故
の
闇
」
を
晴
ら
す
た
め
、
子
を
道
連
れ
に
し
て
の
諫
死
を
思
い
立
つ
。
意
を
決
し
た
乙
女
は
、
幼
子
を
手
に
掛
け
よ
う
と
す
る
も
果
た
せ
な
い
。『
羽
衣
』
の
謡
と
長
唄
が
交
錯
す
る
中
、
し
ば
し
の
悲
嘆
と
逡
巡
の
後
に
、
乙
女
は
舞
装
束
と
羽
衣
を
取
り
出
し
、
「
此
羽
衣
を
着
て
天
人
の
姿
と
な
れ
ば
　天
に
連
れ
添
ふ
夫
も
な
し
　下
界
に
繋
が
る
親
も
な
し
」
と
、
「
天
帝
の
勅
に
依
て
　夫
の
悪
事
を
示
す
天
女
の
衣
裳
」
に
身
を
包
み
、
夫
を
諫
め
る
覚
悟
を
決
め
直
す
。
妻
と
し
て
母
と
し
て
の
義
理
人
情
と
世
の
道
理
と
の
板
挟
み
の
末
に
自
己
犠
牲
を
企
て
る
乙
女
の
立
場
と
そ
の
振
る
舞
い
は
、
明
ら
か
に
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
の
お
た
き
（
若
葉
）
を
踏
襲
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
場
面
に
相
当
す
る
初
演
時
の
絵
尽
三
七
の
構
図
や
葉
簑
状
の
羽
衣
の
描
写
に
も
、
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
の
絵
尽
の
参
照
が
認
め
ら
れ
る
（
図
⑦
）
。
他
方
、
評
判
記
『
役
者
大
峰
入
』
三
八
の
本
文
や
挿
絵
（
図
⑧
）
か
ら
は
、
羽
衣
を
着
し
て
の
子
殺
し
未
遂
と
愁
嘆
の
場
が
、
乙
女
を
演
じ
た
佐
野
川
花
妻
の
最
大
の
見
せ
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
長
い
愁
嘆
場
は
、
惣
左
衛
門
に
仇
討
ち
を
阻
ま
れ
た
悲
憤
か
ら
入
水
し
た
（
こ
と
を
装
っ
た
）
与
五
郎
の
「
死
骸
」
が
担
ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
で
打
ち
切
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
海
藻
ま
み
れ
と
な
っ
た
与
五
郎
の
無
残
な
「
死
骸
」
を
垣
間
見
て
衝
撃
を
受
け
た
勝
家
が
狂
乱
し
て
飛
び
出
し
た
め
、
匿
わ
れ
て
い
た
逃
亡
者
た
ち
の
存
在
が
露
顕
し
、
彼
ら
を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
白
了
と
そ
の
配
下
伴
作
を
相
手
の
大
立
ち
回
り
と
な
る
。
こ
に
「
蘇
生
」
し
た
与
五
郎
と
惣
左
衛
門
も
加
わ
っ
て
、
敵
味
方
も
定
か
な
ら
ぬ
混
戦
と
な
る
が
、
こ
の
部
分
の
展
開
は
、
台
帳
と
絵
尽
（
図
⑨
）
で
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
台
帳
で
は
、
乙
女
は
捕
り
物
騒
ぎ
の
最
中
に
伴
作
が
取
り
落
と
し
た
種
子
島
で
子
を
道
連
れ
に
自
害
を
遂
げ
、
惣
左
衛
門
は
妻
子
の
横
死
を
憐
れ
み
嘆
き
つ
、
狼
狽
す
る
白
了
を
前
に
、
義
村
と
し
て
の
本
懐
を
吐
露
す
る
。
対
し
て
絵
尽
で
は
、
「
の
ち
の
女
ば
う
　お
つ
と
に
こ
ろ
さ
れ
さ
い
ご
」
の
記
入
と
も
に
、
乙
女
が
惣
左
衛
門
に
斬
殺
さ
れ
る
様
が
描
か
れ
、
「
宗
左
衛
門
二
い
ろ
の
た
か
ら
を
見
せ
め
い
ど
の
み
や
げ
と
い
う
」
の
記
入
と
も
に
、
抜
き
身
の
刀
を
か
ざ
し
た
惣
左
衛
門
が
巻
物
と
羽
衣
を
手
に
見
栄
を
切
る
姿
が
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
傍
ら
に
は
座
り
込
ん
だ
幼
児
の
姿
と
「
子
か
な
し
が
る
」
の
記
入
が
あ
り
、
子
殺
し
の
描
写
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
乙
女
は
夫
の
大
望
の
捨
て
石
と
な
っ
て
落
命
し
、
こ
の
騒
動
に
紛
れ
て
三
人
の
逃
亡
者
は
白
妙
と
も
に
逃
走
す
る
。
方
や
義
村
と
し
て
の
本
懐
を
顕
し
た
惣
左
衛
門
は
、
大
学
が
白
了
に
授
け
た
諸
国
の
関
所
往
来
切
手
の
焼
印
を
奪
う
と
、
与
五
郎
夫
妻
に
白
了
を
討
た
せ
、
主
従
と
も
ど
も
行
方
を
眩
ま
し
て
幕
と
な
る
。
続
く
最
終
段
三
九
で
は
、
大
磯
の
揚
屋
を
舞
台
に
、
勝
元
が
廓
に
売
ら
れ
た
将
軍
家
の
姫
を
救
出
し
、
義
村
と
赤
松
の
陰
謀
を
見
顕
し
て
両
人
を
追
い
詰
め
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
で
、
勝
家
は
鋭
気
を
取
り
戻
し
て
勝
元
と
合
流
し
、
与
五
郎
夫
妻
は
落
命
す
る
。
や
が
て
大
詰
め
と
な
り
、
歌
舞
伎
史
上
の
語
り
草
と
な
っ
た
大
規
模
な
迫
り
を
用
い
た
大
立
ち
回
り
が
展
開
さ
れ
る
。
義
村
は
赤
松
率
い
る
軍
勢
の
加
勢
を
得
て
善
戦
す
る
も
、
次
第
に
細
川
兄
弟
の
軍
勢
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
最
早
こ
れ
ま
で
と
観
念
し
た
義
村
は
、
天
衣
天
冠
と
羽
衣
に
身
を
包
み
、
霓
裳
羽
衣
の
巻
物
を
手
に
降
伏
す
る
。
そ
の
義
村
を
、
勝
元
は
し
か
し
（
謀
反
物
の
常
と
し
て
）
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ち
取
る
こ
と
は
し
な
い
。
勝
家
と
も
に
細
川
山
名
両
家
の
再
興
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
と
、
義
村
の
髻
の
み
を
切
り
落
と
し
、
「
義
村
丸
殿
の
首
は
勝
元
が
討
取
た
　死
骸
は
自
ら
叡
山
に
登
せ
」
と
見
逃
す
。
か
く
て
義
村
は
勝
元
と
の
再
会
再
戦
を
約
し
、
勝
元
の
「
何
れ
も
勝
鬨
」
の
号
令
に
応
ず
る
晴
れ
や
か
な
鬨
の
声
と
も
に
打
ち
出
し
と
な
る
。
こ
の
狂
言
で
は
、
天
人
に
擬
さ
れ
る
乙
女
の
出
番
は
四
番
目
の
み
で
あ
り
、
先
立
つ
段
で
そ
の
存
在
が
予
告
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
最
終
段
の
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
な
い
。
狂
言
全
体
の
流
れ
の
中
で
は
、
こ
の
段
自
体
が
挿
話
的
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。
乙
女
の
物
語
は
こ
の
段
の
中
で
完
結
し
、
羽
衣
を
着
し
て
の
長
い
愁
嘆
と
、
こ
れ
に
続
く
派
手
な
殺
し
場
を
最
後
の
見
せ
場
と
し
て
、
後
に
は
何
の
尾
も
引
か
な
い
。
羽
衣
を
着
し
て
の
舞
と
愁
嘆
と
凄
絶
な
死
の
み
が
、
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
「
天
人
」
に
求
め
ら
れ
る
役
割
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
三
）
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
対
す
る
佐
の
八
座
の
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
は
、
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
と
し
て
は
比
較
的
珍
し
く
、
羽
衣
と
も
に
天
下
っ
た
天
津
乙
女
が
芝
居
中
の
役
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
「
御
家
物
と
し
て
の
羽
衣
物
」
と
は
い
う
も
の
、
御
家
騒
動
の
引
き
金
と
な
る
重
代
の
重
宝
は
、「
羽
衣
」
で
は
な
く
「
印
子
の
弁
天
」
で
あ
る
。
狂
言
全
体
の
大
枠
は
、
三
保
松
原
に
降
り
立
っ
た
天
人
の
羽
衣
の
争
奪
の
中
で
殺
さ
れ
た
二
人
の
漁
師
、
白
龍
と
青
龍
の
そ
れ
ぞ
れ
の
息
子
た
ち
に
よ
る
二
組
の
仇
討
ち
と
、
駿
河
国
領
主
入
間
家
の
家
宝
で
あ
る
純
金
の
弁
天
像
の
行
方
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
絡
み
な
が
ら
展
開
し
て
ゆ
く
。
入
間
家
の
家
臣
鷺
坂
里
右
衛
門
は
、
三
保
の
漁
師
白
龍
の
息
子
で
あ
り
、
羽
衣
を
手
に
し
た
白
龍
が
こ
れ
を
見
咎
め
た
青
龍
と
争
う
場
に
駆
け
つ
け
る
も
、
白
龍
は
何
者
か
に
銃
撃
さ
れ
、
こ
れ
を
助
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
斬
り
か
っ
て
き
た
青
龍
を
止
む
な
く
返
り
討
ち
に
す
る
。
里
右
衛
門
は
父
を
射
殺
し
て
羽
衣
を
奪
っ
た
伊
達
与
之
助
（
三
吉
）
を
仇
と
し
て
追
い
、
そ
の
後
に
駆
け
つ
け
た
青
龍
の
息
子
本
田
十
内
は
、
父
の
殺
害
犯
が
残
し
た
刀
の
先
を
見
出
し
、
仇
討
ち
を
誓
う
。他
方
、
入
間
の
若
殿
直
次
郎
は
例
に
よ
っ
て
遊
蕩
児
で
あ
り
、
許
嫁
の
花
お
り
姫
を
差
し
置
い
て
傾
城
司
を
請
け
出
す
。
し
か
し
、
家
督
簒
奪
を
目
論
む
叔
父
帯
刀
が
、
手
下
で
あ
る
干
糠
の
八
蔵
に
印
子
の
弁
天
を
盗
ま
せ
、
直
次
郎
に
家
宝
紛
失
の
責
を
負
わ
せ
て
追
放
す
る
。
直
次
郎
は
廓
の
夜
番
に
身
を
落
と
し
、
こ
れ
を
助
け
る
た
め
に
花
お
り
姫
は
遊
女
と
な
っ
て
傾
城
羽
衣
と
名
乗
る
も
、
か
ね
て
よ
り
花
お
り
姫
に
執
心
の
帯
刀
が
遊
客
と
し
て
求
め
る
無
理
無
体
に
難
渋
す
る
。
そ
こ
に
奪
わ
れ
た
羽
衣
を
探
し
求
め
る
天
津
乙
女
が
辿
り
着
き
、
直
次
郎
と
の
逢
瀬
を
条
件
に
傾
城
羽
衣
の
身
替
わ
り
と
な
る
。
こ
の
間
、
司
は
与
之
助
の
両
親
で
あ
る
与
作
と
重
の
井
の
元
に
身
を
寄
せ
、
与
之
助
に
言
い
寄
ら
れ
つ
も
直
次
郎
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
る
。
そ
こ
に
与
之
助
を
父
の
仇
と
疑
う
十
内
が
絡
み
、
事
態
を
さ
ら
に
混
乱
さ
せ
る
が
、
最
終
的
に
は
里
右
衛
門
と
十
内
の
双
方
が
父
の
仇
に
辿
り
着
き
、
十
内
は
里
右
衛
門
と
和
解
し
て
、
与
之
助
を
懲
ら
す
と
も
に
干
糠
の
八
蔵
を
討
ち
、
黒
幕
帯
刀
の
陰
謀
を
も
見
顕
し
て
、
弁
天
像
の
奪
回
と
直
次
郎
の
復
権
が
果
た
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
間
に
、
直
次
郎
と
盃
を
交
わ
し
た
花
お
り
姫
へ
の
嫉
妬
に
狂
っ
た
司
は
、
『
道
成
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村
座
に
も
翼
型
の
羽
衣
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
興
行
は
七
月
狂
言
『
信
田
世
嗣
鑑
』
の
三
番
目
『
敵
討
巌
菊
水
』
で
あ
り
、
そ
の
大
詰
め
で
二
代
目
瀬
川
吉
次
（
後
の
二
代
目
菊
之
丞
）
が
「
天
人
羽
衣
」
を
舞
っ
て
い
る
四
六
。
辻
番
付
四
七
に
描
か
れ
た
吉
次
の
天
人
（
図
⑫
）
は
、
小
袖
衣
の
上
に
袿
風
の
大
袖
衣
を
纏
っ
て
領
巾
を
翻
す
宮
中
装
束
風
で
、
頭
に
天
冠
を
頂
き
、
右
手
に
半
ば
開
い
た
扇
を
掲
げ
、
左
手
に
琵
琶
を
携
え
て
、
画
面
右
手
の
松
樹
に
掛
け
ら
れ
た
羽
衣
を
振
り
返
る
よ
う
に
仰
ぎ
見
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
羽
衣
は
、
八
年
前
に
初
代
菊
之
丞
が
天
人
を
演
じ
た
『
羽
衣
寿
曾
我
』
の
評
判
記
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
と
は
異
な
っ
て
、
長
い
尾
羽
で
は
な
く
、
蓑
亀
の
尾
の
よ
う
な
短
く
密
集
し
た
尾
羽
を
伴
っ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
次
の
天
人
が
装
着
し
て
い
る
領
巾
と
は
別
に
、
羽
衣
自
体
が
条
帛
を
伴
い
、
交
差
す
る
よ
う
な
形
で
絡
ま
せ
て
い
る
。
同
様
の
羽
衣
は
、
同
年
同
座
十
一
月
の
顔
見
世
『
百
万
騎
兵
太
平
記
』
四
八
に
も
登
場
し
た
と
思
し
く
、
鳥
居
清
広
の
紅
摺
絵
（
図
⑬
）四
九
に
描
か
れ
た
初
代
中
村
富
十
郎
演
ず
る
白
拍
子
お
ふ
じ
は
、
花
咲
く
紅
梅
の
樹
下
で
羽
衣
を
手
に
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
羽
衣
も
尾
羽
は
亀
の
尾
状
で
、
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
の
そ
れ
の
よ
う
に
華
や
か
に
翻
る
長
大
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
ち
ら
も
交
差
す
る
条
帛
を
絡
ま
せ
て
お
り
、
『
敵
討
巌
菊
水
』
の
天
人
が
見
上
げ
て
い
た
羽
衣
の
描
写
と
近
似
し
て
い
る
。
白
拍
子
お
ふ
じ
は
天
下
っ
た
天
人
と
の
設
定
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
舞
の
小
道
具
と
し
て
羽
衣
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
類
似
し
た
羽
衣
は
、
黒
本
『
は
ご
ろ
も
』五
〇
に
も
認
め
ら
れ
る
（
図
⑭
）
。
こ
ち
ら
の
羽
衣
の
尾
羽
は
や
長
い
も
の
、
や
は
り
華
や
か
に
翻
る
長
大
な
も
の
で
は
な
く
、
交
差
す
る
よ
う
に
条
帛
が
絡
ん
で
い
る
点
は
上
記
二
例
と
同
工
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
天
人
は
西
村
重
長
の
細
判
漆
絵
『
は
ご
ろ
も
』
五
一
と
同
様
、
唐
装
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
黒
本
は
、
絵
師
も
刊
年
も
不
明
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
は
宝
暦
三
年
か
ら
さ
ほ
ど
隔
た
る
こ
と
の
な
い
時
期
に
、
鳥
居
派
の
絵
師
が
手
掛
け
た
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
宝
暦
三
年
の
下
半
期
に
は
、
東
西
の
歌
舞
伎
の
舞
台
に
相
次
い
で
翼
型
の
羽
衣
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
東
西
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
「
長
大
な
尾
羽
を
伴
う
翼
型
の
羽
衣
」
は
定
型
的
な
意
匠
と
し
て
の
確
立
を
見
て
い
な
い
。『
け
い
せ
い
衣
掛
桜
』
の
絵
尽
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
羽
衣
」
像
が
定
型
と
し
て
定
着
す
る
に
は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
要
し
た
。
四
、
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
と
観
念
の
定
着
（
一
）
宝
暦
末
～
安
永
年
間
の
歌
舞
伎
の
羽
衣
と
「
羽
衣
の
舞
」
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
初
演
か
ら
十
年
を
経
て
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
十
二
月
に
こ
の
狂
言
が
再
演
さ
れ
た
際
の
絵
尽
五
二
で
は
、
惣
左
衛
門
が
羽
衣
を
手
に
見
得
を
切
る
場
面
の
羽
衣
は
、
明
瞭
に
両
翼
が
張
り
出
し
た
翼
型
と
な
り
、
長
く
翻
る
尾
羽
を
伴
っ
て
い
る
（
図
⑮
）
。
た
だ
し
、
乙
女
や
義
村
が
羽
衣
を
装
着
し
た
状
態
の
描
写
は
、
初
演
時
の
絵
尽
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
葉
蓑
状
の
表
現
の
ま
で
、
こ
の
点
は
安
永
五
年
（
一
七
六
）
九
月
の
再
々
演
時
の
絵
尽
五
三
で
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
絵
尽
は
、
宝
暦
末
か
ら
安
永
年
間
の
上
方
で
は
「
長
い
尾
を
持
つ
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
が
既
に
定
着
し
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
再
々
演
の
約
三
ヶ
月
後
、
安
永
六
年
（
一
七
七
）
（34）
寺
』
の
鬼
女
と
化
し
た
末
に
首
を
打
た
れ
て
い
る
。
ま
た
、
傾
城
羽
衣
の
身
替
わ
り
と
な
っ
て
地
上
の
男
と
契
っ
た
天
津
乙
女
は
、
羽
衣
の
奪
回
も
昇
天
も
叶
わ
な
い
。
そ
う
し
た
女
た
ち
の
末
路
を
よ
そ
に
、
直
次
郎
は
入
間
家
の
当
主
に
返
り
咲
き
、
狂
言
は
い
と
も
目
出
度
き
大
団
円
を
迎
え
る
。
羽
衣
を
失
っ
た
天
人
が
遊
女
に
身
を
や
つ
す
筋
書
き
は
『
羽
衣
寿
曾
我
』
と
同
工
で
あ
り
、
羽
衣
の
奪
回
も
天
界
へ
の
帰
還
も
果
た
せ
ず
終
わ
る
点
も
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
大
名
題
は
羽
衣
と
天
人
を
桜
樹
と
結
び
つ
け
て
お
り
、
こ
の
点
は
『
持
統
天
皇
都
移
』
と
同
じ
く
、
謡
曲
『
羽
衣
』
よ
り
も
『
吉
野
天
人
』
に
引
き
寄
せ
た
趣
向
で
あ
る
四
〇
。
そ
の
一
方
で
、
伊
達
与
之
助
、
与
作
、
重
の
井
、
干
糠
の
八
蔵
と
い
っ
た
役
名
や
設
柄
は
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
四
）
二
月
に
大
坂
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
た
近
松
門
左
衛
門
に
よ
る
世
話
物
『
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
』
を
吉
田
冠
子
と
三
好
松
洛
が
時
代
物
に
書
き
替
え
た
浄
瑠
璃
で
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
二
月
四
一
に
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
た
後
、
同
年
七
月
に
江
戸
中
村
座
で
歌
舞
伎
化
さ
れ
て
大
当
た
り
と
な
り
、
上
方
で
も
宝
暦
三
年
九
月
に
は
大
坂
三
條
座
（
大
西
座
）
、
十
月
に
は
京
都
嵐
座
で
歌
舞
伎
狂
言
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
る
四
二
。
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
は
、
こ
の
当
た
り
狂
言
を
当
て
込
む
形
で
、
役
名
だ
け
で
な
く
筋
書
き
中
に
も
こ
の
狂
言
の
や
つ
し
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
能
の
趣
向
も
多
く
取
り
込
ん
で
お
り
、『
羽
衣
』
や
『
吉
野
天
人
』
、『
道
成
寺
』
に
加
え
、『
草
紙
洗
小
町
』
の
趣
向
四
三
や
『
実
盛
』
の
舞
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
多
く
の
や
つ
し
や
引
用
を
ち
り
ば
め
た
狂
言
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
條
座
の
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
に
圧
さ
れ
た
形
で
凡
庸
以
下
の
当
た
り
に
止
ま
っ
た
と
見
え
、
正
月
十
六
日
に
は
早
々
に
『
昔
繪
双
紙
葛
籠
男
』
に
差
し
替
え
と
な
っ
て
い
る
四
。
（
四
）
宝
暦
三
年
の
「
羽
衣
」
像
興
行
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
宝
暦
三
年
末
の
大
坂
道
頓
堀
の
「
羽
衣
」
競
演
を
制
し
、
後
世
へ
の
影
響
を
残
し
た
の
は
、
圧
倒
的
に
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
図
像
史
料
に
見
え
る
羽
衣
の
造
形
に
限
れ
ば
、
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
の
方
が
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
に
先
ん
じ
て
、
「
尾
羽
と
翼
が
一
体
と
な
っ
た
羽
衣
」
を
採
用
し
て
い
る
。
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
初
演
時
の
絵
尽
に
見
え
る
羽
衣
は
、
複
雑
に
屈
曲
し
た
珊
瑚
樹
様
の
長
い
尾
羽
は
持
つ
も
の
、
両
翼
の
造
作
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
い
ま
だ
蓑
型
の
範
疇
に
留
ま
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
こ
の
点
は
評
判
記
『
役
者
大
峰
入
』
の
挿
絵
で
も
同
様
で
あ
り
、
我
が
子
に
刀
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
す
る
乙
女
が
着
す
る
羽
衣
は
、
長
い
尾
羽
こ
そ
認
め
ら
れ
る
も
の
、
翼
型
と
は
言
い
が
た
い
。
対
す
る
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
の
絵
尽
四
五
に
は
、
桜
樹
に
掛
け
ら
れ
て
長
い
尾
羽
を
翻
す
典
型
的
な
翼
型
の
羽
衣
が
明
確
に
描
か
れ
て
お
り
（
図
⑩
）
、
『
役
者
大
峰
入
』
の
挿
絵
に
も
同
様
の
羽
衣
が
認
め
ら
れ
る
（
図
⑪
）
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
を
担
当
し
た
絵
師
は
不
明
な
が
ら
、
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
古
様
な
蓑
型
の
羽
衣
像
と
、
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
が
導
入
し
た
翼
型
の
羽
衣
の
新
し
さ
の
違
い
は
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
『
役
者
大
峰
入
』
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
両
座
の
「
羽
衣
」
の
描
写
の
差
異
か
ら
見
て
取
れ
る
。
他
方
、
こ
れ
ら
に
僅
か
に
先
立
っ
て
、
同
じ
宝
暦
三
年
の
九
月
に
は
、
江
戸
中
83
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（35）
村
座
に
も
翼
型
の
羽
衣
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
興
行
は
七
月
狂
言
『
信
田
世
嗣
鑑
』
の
三
番
目
『
敵
討
巌
菊
水
』
で
あ
り
、
そ
の
大
詰
め
で
二
代
目
瀬
川
吉
次
（
後
の
二
代
目
菊
之
丞
）
が
「
天
人
羽
衣
」
を
舞
っ
て
い
る
四
六
。
辻
番
付
四
七
に
描
か
れ
た
吉
次
の
天
人
（
図
⑫
）
は
、
小
袖
衣
の
上
に
袿
風
の
大
袖
衣
を
纏
っ
て
領
巾
を
翻
す
宮
中
装
束
風
で
、
頭
に
天
冠
を
頂
き
、
右
手
に
半
ば
開
い
た
扇
を
掲
げ
、
左
手
に
琵
琶
を
携
え
て
、
画
面
右
手
の
松
樹
に
掛
け
ら
れ
た
羽
衣
を
振
り
返
る
よ
う
に
仰
ぎ
見
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
羽
衣
は
、
八
年
前
に
初
代
菊
之
丞
が
天
人
を
演
じ
た
『
羽
衣
寿
曾
我
』
の
評
判
記
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
と
は
異
な
っ
て
、
長
い
尾
羽
で
は
な
く
、
蓑
亀
の
尾
の
よ
う
な
短
く
密
集
し
た
尾
羽
を
伴
っ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
次
の
天
人
が
装
着
し
て
い
る
領
巾
と
は
別
に
、
羽
衣
自
体
が
条
帛
を
伴
い
、
交
差
す
る
よ
う
な
形
で
絡
ま
せ
て
い
る
。
同
様
の
羽
衣
は
、
同
年
同
座
十
一
月
の
顔
見
世
『
百
万
騎
兵
太
平
記
』
四
八
に
も
登
場
し
た
と
思
し
く
、
鳥
居
清
広
の
紅
摺
絵
（
図
⑬
）四
九
に
描
か
れ
た
初
代
中
村
富
十
郎
演
ず
る
白
拍
子
お
ふ
じ
は
、
花
咲
く
紅
梅
の
樹
下
で
羽
衣
を
手
に
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
羽
衣
も
尾
羽
は
亀
の
尾
状
で
、
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
の
そ
れ
の
よ
う
に
華
や
か
に
翻
る
長
大
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
ち
ら
も
交
差
す
る
条
帛
を
絡
ま
せ
て
お
り
、
『
敵
討
巌
菊
水
』
の
天
人
が
見
上
げ
て
い
た
羽
衣
の
描
写
と
近
似
し
て
い
る
。
白
拍
子
お
ふ
じ
は
天
下
っ
た
天
人
と
の
設
定
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
舞
の
小
道
具
と
し
て
羽
衣
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
類
似
し
た
羽
衣
は
、
黒
本
『
は
ご
ろ
も
』五
〇
に
も
認
め
ら
れ
る
（
図
⑭
）
。
こ
ち
ら
の
羽
衣
の
尾
羽
は
や
長
い
も
の
、
や
は
り
華
や
か
に
翻
る
長
大
な
も
の
で
は
な
く
、
交
差
す
る
よ
う
に
条
帛
が
絡
ん
で
い
る
点
は
上
記
二
例
と
同
工
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
天
人
は
西
村
重
長
の
細
判
漆
絵
『
は
ご
ろ
も
』
五
一
と
同
様
、
唐
装
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
黒
本
は
、
絵
師
も
刊
年
も
不
明
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
は
宝
暦
三
年
か
ら
さ
ほ
ど
隔
た
る
こ
と
の
な
い
時
期
に
、
鳥
居
派
の
絵
師
が
手
掛
け
た
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
宝
暦
三
年
の
下
半
期
に
は
、
東
西
の
歌
舞
伎
の
舞
台
に
相
次
い
で
翼
型
の
羽
衣
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
東
西
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
「
長
大
な
尾
羽
を
伴
う
翼
型
の
羽
衣
」
は
定
型
的
な
意
匠
と
し
て
の
確
立
を
見
て
い
な
い
。『
け
い
せ
い
衣
掛
桜
』
の
絵
尽
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
羽
衣
」
像
が
定
型
と
し
て
定
着
す
る
に
は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
要
し
た
。
四
、
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
と
観
念
の
定
着
（
一
）
宝
暦
末
～
安
永
年
間
の
歌
舞
伎
の
羽
衣
と
「
羽
衣
の
舞
」
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
初
演
か
ら
十
年
を
経
て
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
十
二
月
に
こ
の
狂
言
が
再
演
さ
れ
た
際
の
絵
尽
五
二
で
は
、
惣
左
衛
門
が
羽
衣
を
手
に
見
得
を
切
る
場
面
の
羽
衣
は
、
明
瞭
に
両
翼
が
張
り
出
し
た
翼
型
と
な
り
、
長
く
翻
る
尾
羽
を
伴
っ
て
い
る
（
図
⑮
）
。
た
だ
し
、
乙
女
や
義
村
が
羽
衣
を
装
着
し
た
状
態
の
描
写
は
、
初
演
時
の
絵
尽
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
葉
蓑
状
の
表
現
の
ま
で
、
こ
の
点
は
安
永
五
年
（
一
七
六
）
九
月
の
再
々
演
時
の
絵
尽
五
三
で
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
絵
尽
は
、
宝
暦
末
か
ら
安
永
年
間
の
上
方
で
は
「
長
い
尾
を
持
つ
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
が
既
に
定
着
し
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
再
々
演
の
約
三
ヶ
月
後
、
安
永
六
年
（
一
七
七
）
82
（36）
正
月
の
江
戸
で
も
、
市
村
座
の
『
常
磐
春
羽
衣
曾
我
』
五
四
に
羽
衣
が
登
場
す
る
。
『
常
磐
春
羽
衣
曾
我
』
は
、
こ
の
三
十
三
年
前
に
初
代
菊
之
丞
が
天
津
乙
女
を
演
じ
た
『
羽
衣
寿
曾
我
』
と
同
様
に
、
曾
我
の
対
面
に
景
清
と
羽
衣
の
趣
向
を
綯
い
交
ぜ
た
も
の
で
、
五
代
目
市
川
団
十
郎
が
工
藤
と
「
外
郎
売
実
ハ
景
清
」
、
二
代
目
坂
田
半
五
郎
が
「
漁
師
白
龍
実
ハ
三
保
谷
四
郎
」
、
三
代
目
菊
之
丞
が
「
三
保
の
浦
天
津
乙
女
」
を
演
じ
て
い
る
。
そ
の
一
番
目
五
立
目
の
富
本
浄
瑠
璃
「
雲
浮
気
千
鳥
通
路
」
の
辻
番
付
（
図
⑯
）
五
に
は
、
鳳
凰
の
付
い
た
天
冠
を
頂
く
唐
装
の
天
人
が
、
両
手
で
蓮
花
を
捧
げ
持
ち
、
飛
雲
に
乗
っ
て
浮
遊
す
る
立
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
に
重
な
る
よ
う
に
表
さ
れ
た
翼
型
の
羽
衣
は
、
や
は
り
長
い
尾
羽
を
伴
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
飛
雲
に
乗
っ
て
飛
行
す
る
唐
装
の
天
人
像
は
、
西
村
重
長
の
羽
衣
天
人
像
を
彷
彿
さ
せ
る
が
、
そ
の
背
後
に
描
か
れ
た
羽
衣
像
は
、
こ
の
時
期
に
は
江
戸
歌
舞
伎
で
も
長
い
尾
羽
を
持
つ
翼
型
の
羽
衣
像
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
羽
衣
は
天
人
の
背
に
装
着
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
背
後
の
松
樹
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
安
永
二
年
（
一
七
三
）
頃
の
作
と
さ
れ
て
き
た
「
は
ご
ろ
も
の
舞
瀬
川
菊
之
丞
」
の
標
題
を
持
つ
鳥
居
清
経
の
細
判
紅
摺
絵
（
図
⑰
）
五
六
に
は
、
翼
型
の
羽
衣
は
見
ら
れ
な
い
。
仮
に
こ
の
紅
摺
絵
が
安
永
二
年
以
前
の
作
で
あ
れ
ば
、
こ
の
菊
之
丞
は
同
年
閏
三
月
十
三
日
に
死
去
し
た
二
代
目
と
な
る
が
、
翌
安
永
三
年
十
一
月
に
菊
之
丞
を
襲
名
し
た
三
代
目
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
桜
花
の
下
、
三
枚
の
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
松
樹
文
の
襦
袢
を
見
せ
、
縁
に
鈴
を
取
り
付
け
た
三
重
の
衣
笠
を
両
手
で
か
ざ
し
、
右
足
を
高
く
上
げ
て
軽
や
か
に
舞
う
菊
之
丞
は
、
「
は
ご
ろ
も
の
舞
」
と
の
標
榜
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
羽
衣
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
そ
う
な
も
の
は
身
に
着
け
て
い
な
い
。
こ
れ
と
同
様
の
「
羽
衣
の
舞
」
は
、
「
山
王
御
祭
礼
」
「
麹
町
十
一
丁
目
十
二
丁
目
十
三
丁
目
」「
羽
衣
の
踊
屋
台
」
の
記
入
を
持
つ
鳥
居
清
長
の
錦
絵
（
図
⑱
）
五
七
に
も
表
さ
れ
て
お
り
、
画
面
左
側
の
肩
衣
姿
の
若
衆
が
手
に
す
る
団
扇
の
「
丸
に
結
綿
」
の
紋
か
ら
、
や
は
り
菊
之
丞
を
描
い
た
も
の
と
判
明
す
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
二
代
目
か
三
代
目
か
は
微
妙
で
あ
る
。
日
枝
神
社
の
山
王
祭
は
神
田
祭
と
交
互
の
隔
年
開
催
で
、
西
暦
で
は
偶
数
年
に
当
た
る
年
の
六
月
十
五
日
に
催
さ
れ
る
た
め
、
二
代
目
で
あ
れ
ば
下
限
は
明
和
九
年
（
一
七
二
）
、
三
代
目
で
あ
れ
ば
上
限
は
安
永
五
年
（
一
七
六
）
と
な
る
。
こ
ち
ら
は
左
手
に
持
っ
た
三
重
の
衣
笠
を
回
転
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か
、
鈴
の
付
い
た
縁
が
外
に
向
け
て
広
が
っ
て
お
り
、
画
面
左
下
に
は
踊
屋
台
の
欄
干
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
笠
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
で
も
「
羽
衣
」
と
呼
び
う
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
清
長
に
よ
る
菊
之
丞
の
衣
で
あ
る
。
芸
名
に
因
む
菊
花
紋
の
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
顕
わ
に
し
た
振
袖
の
襦
袢
に
は
、
翼
型
の
羽
衣
を
模
し
た
と
思
わ
れ
る
羽
毛
の
文
様
が
、
翻
る
天
衣
と
も
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
二
）
鳥
の
舞
の
翼
か
ら
羽
毛
文
様
の
衣
へ
小
袖
衣
の
袂
を
鳥
の
翼
に
見
立
て
、
衣
全
体
に
羽
毛
の
文
様
を
配
し
た
装
束
は
、
鳥
の
舞
を
描
い
た
歌
舞
伎
絵
に
は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
羽
毛
文
様
の
衣
に
鳥
兜
を
着
け
、
髪
を
乱
し
て
舞
う
初
代
中
村
富
十
郎
を
描
い
た
鳥
居
清
倍
の
細
判
漆
絵
（
図
⑲
）
五
八
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
春
中
村
屋
『
娘
曽
我
凱
陣
八
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（37）
嶋
』
で
大
磯
の
虎
と
し
て
舞
っ
た
「
に
は
鳥
所
作
」
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
評
判
記
『
役
者
披
顔
桜
』
の
本
文
お
よ
び
挿
絵
（
図
⑳
）
五
九
か
ら
知
れ
る
。
こ
の
所
作
事
は
、
刻
限
ま
で
に
金
を
工
面
し
な
け
れ
ば
愛
人
十
郎
祐
成
の
命
を
奪
う
と
脅
さ
れ
た
虎
が
、
時
を
止
め
る
た
め
に
殺
し
た
鶏
の
霊
に
取
り
憑
か
れ
る
様
を
演
じ
た
所
作
事
で
、
翼
に
見
立
て
ら
れ
た
衣
の
袖
に
は
風
切
り
羽
と
雨
覆
い
が
分
節
的
に
表
さ
れ
て
お
り
、
身
頃
の
胸
は
羽
毛
の
文
様
で
覆
わ
れ
、
裾
に
は
尾
羽
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
衣
は
、
安
永
四
年
（
一
七
六
五
）
十
一
月
の
中
村
座
『
花
角
力
源
氏
張
膽
』
二
番
目
浄
瑠
璃
「
四
十
八
手
戀
所
譯
」
の
鴛
鴦
の
所
作
事
を
描
い
た
勝
川
春
章
の
細
判
二
枚
続
（
図
㉑
）
六
〇
に
も
見
ら
れ
る
。
雄
鳥
を
舞
う
二
代
目
嵐
三
五
郎
の
衣
は
羽
毛
文
様
で
は
な
く
、
襟
元
に
長
く
伸
び
た
羽
毛
を
表
す
房
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
後
の
鴛
鴦
の
舞
で
は
雌
雄
と
も
に
こ
の
種
の
房
飾
り
を
装
着
し
、
雌
雄
揃
い
の
羽
毛
文
様
の
衣
を
着
用
す
る
の
が
定
型
と
な
る
が
六
一
、
雌
鳥
を
舞
う
三
代
目
菊
之
丞
の
衣
は
既
に
羽
毛
の
意
匠
と
な
っ
て
お
り
、
裾
に
は
水
鳥
に
因
ん
で
流
水
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
女
方
に
よ
る
鳥
の
所
作
事
に
際
し
て
は
、
翼
を
背
に
装
着
し
た
姿
も
ま
た
古
く
か
ら
、
評
判
記
の
挿
絵
や
一
枚
刷
り
の
版
画
類
に
散
見
さ
れ
る
。
既
に
触
れ
た
宝
暦
二
年
（
一
七
〇
五
）
二
月
大
坂
嵐
座
『
土
佐
國
五
台
山
開
帳
』
の
三
代
目
上
村
吉
彌
の
迦
陵
頻
の
ほ
か
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
鳥
居
清
信
の
丹
絵
に
は
、
中
村
源
太
郎
と
さ
れ
る
女
方
が
翼
を
着
け
た
姿
で
描
か
れ
て
お
り
（
図
㉒
）
六
二
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
十
一
月
中
村
座
の
『
女
武
者
凱
陣
八
嶋
』
六
三
で
命
鳥
（
共
命
鳥
）
を
舞
っ
た
嵐
和
花
野
も
、
評
判
記
『
役
者
初
火
桶
』
の
挿
絵
に
翼
を
着
け
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
㉓
）
六
四
。
ま
た
、
翼
を
装
着
し
た
四
代
目
岩
井
半
四
郎
を
描
い
た
勝
川
春
好
の
細
判
錦
絵
（
図
㉔
）
は
、
天
明
前
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
き
た
が
六
五
、
お
そ
ら
く
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
八
月
五
日
初
日
の
市
村
座
『
姿
伊
達
契
情
容
儀
』
で
「
賤
の
女
お
露
実
ハ
嵐
山
鳥
精
霊
」
を
演
じ
た
際
の
姿
で
あ
り
六
、
背
景
の
水
流
や
岩
、
画
面
上
部
の
花
木
と
霞
の
表
現
か
ら
、
初
代
尾
上
松
助
演
ず
る
「
修
行
者
ら
い
山
」
を
描
い
た
細
判
錦
絵
六
七
と
組
物
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
り
物
の
翼
を
装
着
し
た
鳥
の
舞
は
、
寛
政
期
以
降
は
下
火
と
な
り
、
鶏
や
山
鳥
の
精
で
も
羽
毛
文
様
の
衣
を
用
い
る
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
し
い
。
よ
り
後
年
の
例
で
は
あ
る
が
、
文
化
十
一
年(
一
八
一
四)
 
三
月
中
村
座
で
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
が
演
じ
た
十
二
変
化
を
描
い
た
国
貞
の
大
判
二
枚
続
錦
絵
で
は
、
鶏
娘
は
花
に
流
水
文
の
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
、
羽
毛
文
様
の
襦
袢
を
翻
す
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
㉕
）六
八
。
ま
た
、
文
政
三
年(
一
八
二
〇)
十
一
月
中
村
座
顔
見
世
『
猿
若
瓢
軍
配
』
二
番
目
の
浄
瑠
璃
「
一
樹
蔭
雪
」
六
九
の
瀬
川
菊
之
丞
と
岩
井
粂
三
郎
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
「
山
鳥
せ
い
れ
い
」
の
記
入
を
持
つ
初
代
豊
国
の
二
枚
続
（
図
㉖
）
七
〇
も
、
腰
か
ら
下
に
長
い
尾
羽
が
配
さ
れ
た
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
、
羽
毛
文
様
が
施
さ
れ
た
襦
袢
の
袖
を
翻
す
姿
で
あ
る
。
こ
う
し
た
羽
毛
文
様
の
衣
は
、
多
く
は
鳥
そ
の
も
の
化
身
を
演
ず
る
姿
に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
衣
が
、
菊
之
丞
に
よ
る
羽
衣
の
舞
を
描
い
た
清
長
の
錦
絵
で
は
、
天
下
っ
た
天
人
の
羽
衣
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
用
例
は
こ
れ
以
外
に
も
複
数
が
確
認
で
き
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
種
の
「
羽
衣
」
の
装
着
者
は
、
非
常
に
し
ば
し
ば
羽
衣
説
話
と
81
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（37）
嶋
』
で
大
磯
の
虎
と
し
て
舞
っ
た
「
に
は
鳥
所
作
」
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
評
判
記
『
役
者
披
顔
桜
』
の
本
文
お
よ
び
挿
絵
（
図
⑳
）
五
九
か
ら
知
れ
る
。
こ
の
所
作
事
は
、
刻
限
ま
で
に
金
を
工
面
し
な
け
れ
ば
愛
人
十
郎
祐
成
の
命
を
奪
う
と
脅
さ
れ
た
虎
が
、
時
を
止
め
る
た
め
に
殺
し
た
鶏
の
霊
に
取
り
憑
か
れ
る
様
を
演
じ
た
所
作
事
で
、
翼
に
見
立
て
ら
れ
た
衣
の
袖
に
は
風
切
り
羽
と
雨
覆
い
が
分
節
的
に
表
さ
れ
て
お
り
、
身
頃
の
胸
は
羽
毛
の
文
様
で
覆
わ
れ
、
裾
に
は
尾
羽
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
衣
は
、
安
永
四
年
（
一
七
六
五
）
十
一
月
の
中
村
座
『
花
角
力
源
氏
張
膽
』
二
番
目
浄
瑠
璃
「
四
十
八
手
戀
所
譯
」
の
鴛
鴦
の
所
作
事
を
描
い
た
勝
川
春
章
の
細
判
二
枚
続
（
図
㉑
）
六
〇
に
も
見
ら
れ
る
。
雄
鳥
を
舞
う
二
代
目
嵐
三
五
郎
の
衣
は
羽
毛
文
様
で
は
な
く
、
襟
元
に
長
く
伸
び
た
羽
毛
を
表
す
房
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
後
の
鴛
鴦
の
舞
で
は
雌
雄
と
も
に
こ
の
種
の
房
飾
り
を
装
着
し
、
雌
雄
揃
い
の
羽
毛
文
様
の
衣
を
着
用
す
る
の
が
定
型
と
な
る
が
六
一
、
雌
鳥
を
舞
う
三
代
目
菊
之
丞
の
衣
は
既
に
羽
毛
の
意
匠
と
な
っ
て
お
り
、
裾
に
は
水
鳥
に
因
ん
で
流
水
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
女
方
に
よ
る
鳥
の
所
作
事
に
際
し
て
は
、
翼
を
背
に
装
着
し
た
姿
も
ま
た
古
く
か
ら
、
評
判
記
の
挿
絵
や
一
枚
刷
り
の
版
画
類
に
散
見
さ
れ
る
。
既
に
触
れ
た
宝
暦
二
年
（
一
七
〇
五
）
二
月
大
坂
嵐
座
『
土
佐
國
五
台
山
開
帳
』
の
三
代
目
上
村
吉
彌
の
迦
陵
頻
の
ほ
か
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
鳥
居
清
信
の
丹
絵
に
は
、
中
村
源
太
郎
と
さ
れ
る
女
方
が
翼
を
着
け
た
姿
で
描
か
れ
て
お
り
（
図
㉒
）
六
二
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
十
一
月
中
村
座
の
『
女
武
者
凱
陣
八
嶋
』
六
三
で
命
鳥
（
共
命
鳥
）
を
舞
っ
た
嵐
和
花
野
も
、
評
判
記
『
役
者
初
火
桶
』
の
挿
絵
に
翼
を
着
け
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
㉓
）
六
四
。
ま
た
、
翼
を
装
着
し
た
四
代
目
岩
井
半
四
郎
を
描
い
た
勝
川
春
好
の
細
判
錦
絵
（
図
㉔
）
は
、
天
明
前
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
き
た
が
六
五
、
お
そ
ら
く
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
八
月
五
日
初
日
の
市
村
座
『
姿
伊
達
契
情
容
儀
』
で
「
賤
の
女
お
露
実
ハ
嵐
山
鳥
精
霊
」
を
演
じ
た
際
の
姿
で
あ
り
六
、
背
景
の
水
流
や
岩
、
画
面
上
部
の
花
木
と
霞
の
表
現
か
ら
、
初
代
尾
上
松
助
演
ず
る
「
修
行
者
ら
い
山
」
を
描
い
た
細
判
錦
絵
六
七
と
組
物
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
り
物
の
翼
を
装
着
し
た
鳥
の
舞
は
、
寛
政
期
以
降
は
下
火
と
な
り
、
鶏
や
山
鳥
の
精
で
も
羽
毛
文
様
の
衣
を
用
い
る
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
し
い
。
よ
り
後
年
の
例
で
は
あ
る
が
、
文
化
十
一
年(
一
八
一
四)
 
三
月
中
村
座
で
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
が
演
じ
た
十
二
変
化
を
描
い
た
国
貞
の
大
判
二
枚
続
錦
絵
で
は
、
鶏
娘
は
花
に
流
水
文
の
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
、
羽
毛
文
様
の
襦
袢
を
翻
す
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
㉕
）六
八
。
ま
た
、
文
政
三
年(
一
八
二
〇)
十
一
月
中
村
座
顔
見
世
『
猿
若
瓢
軍
配
』
二
番
目
の
浄
瑠
璃
「
一
樹
蔭
雪
」
六
九
の
瀬
川
菊
之
丞
と
岩
井
粂
三
郎
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
「
山
鳥
せ
い
れ
い
」
の
記
入
を
持
つ
初
代
豊
国
の
二
枚
続
（
図
㉖
）
七
〇
も
、
腰
か
ら
下
に
長
い
尾
羽
が
配
さ
れ
た
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
、
羽
毛
文
様
が
施
さ
れ
た
襦
袢
の
袖
を
翻
す
姿
で
あ
る
。
こ
う
し
た
羽
毛
文
様
の
衣
は
、
多
く
は
鳥
そ
の
も
の
化
身
を
演
ず
る
姿
に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
衣
が
、
菊
之
丞
に
よ
る
羽
衣
の
舞
を
描
い
た
清
長
の
錦
絵
で
は
、
天
下
っ
た
天
人
の
羽
衣
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
用
例
は
こ
れ
以
外
に
も
複
数
が
確
認
で
き
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
種
の
「
羽
衣
」
の
装
着
者
は
、
非
常
に
し
ば
し
ば
羽
衣
説
話
と
80
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（39）
つ
し
た
姿
で
あ
る
。
衣
の
胸
元
に
は
短
い
羽
毛
が
鱗
状
に
重
な
り
、
振
袖
の
袂
に
は
長
い
羽
毛
が
配
さ
れ
、
身
頃
の
下
部
か
ら
裾
に
か
け
て
は
雲
文
が
散
ら
さ
れ
て
お
り
、
雲
間
に
は
た
め
く
翼
型
の
羽
衣
を
表
し
た
意
匠
と
思
し
い
。
こ
に
も
、
翼
型
の
羽
衣
が
「
天
女
」
な
る
も
の
全
般
の
持
物
と
見
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
状
況
の
反
映
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
び
に
か
え
て
歌
舞
伎
関
連
図
像
を
瞥
見
す
る
限
り
、
翼
と
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
形
の
「
羽
衣
」
像
は
、
宝
暦
年
間
以
後
の
十
八
世
紀
第
三
四
半
期
に
急
速
に
普
及
し
、
最
終
四
半
期
に
入
る
頃
に
は
「
天
人
」
な
い
し
「
天
女
」
な
る
も
の
全
般
の
持
物
と
し
て
の
認
知
が
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
形
状
の
物
体
と
し
て
の
「
羽
衣
」
を
背
に
装
着
し
た
姿
の
「
有
翼
の
天
女
」
の
像
は
、
十
八
世
紀
の
歌
舞
伎
関
連
図
像
に
は
稀
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
の
歌
舞
伎
関
連
図
像
の
「
天
人
」
「
天
女
」
は
、
む
し
ろ
羽
毛
文
様
の
衣
に
身
を
包
ん
だ
姿
と
し
て
表
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
翼
と
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
形
の
「
羽
衣
」
像
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
よ
り
広
い
範
囲
へ
と
拡
散
し
て
ゆ
く
運
命
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
十
八
世
紀
の
最
終
四
半
期
に
草
双
紙
の
中
へ
と
入
り
込
ん
で
い
っ
た
「
翼
型
の
羽
衣
」
は
、
歌
舞
伎
の
世
界
の
し
ば
し
ば
被
虐
的
な
「
天
人
」
の
物
語
と
は
対
照
的
な
、
奇
想
天
外
な
笑
い
に
満
ち
た
羽
衣
天
女
の
物
語
を
繰
り
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
す
る
。
注一
　
 
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
考
―
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
（
明
治
二
三
年
）
を
中
心
に
―
」
、
岡
山
大
学
文
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
4
『
語
り
出
す
図
像
―
視
覚
資
料
の
可
能
性
』
二
〇
五
年
三
月
、
五
七
〜
八
頁
、
お
よ
び
「
有
翼
の
天
女
図
」
再
考
―
失
わ
れ
た
「
羽
衣
」
像
」
二
〇
一
年
七
月
二
十
三
日
明
治
美
術
学
会
例
会
発
表
要
旨
、
『
近
代
画
説
』
二
一
号
、
二
、
一
〇
〜
二
一
二
頁
。
二
　
 
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
羽
衣
」
像
の
発
生
」
『
如
是
我
聞
録
』
編
集
委
員
会
編
『
如
是
我
聞
録
』
、
二
〇
二
〇
年
、
一
〜
十
三
頁
。
お
よ
び
「
源
氏
香
之
図
絵
の
図
像
形
成
と
そ
の
論
理
―
「
乙
女
」
図
と
し
て
の
「
羽
衣
」
を
軸
と
し
て
―
」
『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
三
号
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
、
三
〇
〜
五
二
頁
。
三
　
 
芸
術
文
化
振
興
会
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
収
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
か
ら
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
初
演
時
か
ら
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
歌
舞
伎
座
で
の
上
演
ま
で
は
、
翼
と
長
い
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
「
羽
衣
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
き
る
。
四
　
 
正
式
名
称
は
『
松
廼
羽
衣
』
。
五
 
伊
原
敏
郎
歌
舞
伎
年
表
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
、
二
七
四
〜
二
七
六
頁
。
六
　
 
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
羽
衣
」
像
の
発
生
」
五
〜
六
頁
。
七
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
四
七
〇
〜
四
七
二
八
　
 
台
帳
研
究
会
編
『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
第
九
巻
（
勉
誠
社
、
一
九
八
六
年
）
に
は
『
傾
城
天
羽
衣
』
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
が
（
一
〜
一
九
六
頁
）
、
こ
で
は
初
演
当
時
の
番
付
類
に
倣
っ
仮
名
交
じ
り
表
記
と
す
る
。
九
　
 
水
谷
不
倒
生
校
訂
『
続
帝
国
文
庫
　第
二
七
編
　文
耕
堂
浄
瑠
璃
集
』
博
文
館
、
一
九
〇
年
、
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
〈
4
〉
竹
田
出
雲
編
』
国
立
劇
場
一
九
八
六
年
、
一
八
三
〜
一
九
三
頁
。
一
〇
　
 
原
義
人
稿
、
栗
原
武
一
郎
補
「
浄
瑠
璃
に
現
は
れ
た
る
羽
衣
」
『
帝
国
文
学
』
十
六
巻
七
号
一
九
一
〇
年
、
六
五
〜
七
○
頁
。
一
　
 
史
実
に
は
存
在
し
な
い
創
作
人
物
で
あ
り
、
近
松
の
『
今
川
了
俊
』
で
は
「
貞
廣
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
　
 
了
俊
が
応
永
一
九
年
（
一
四
一
二
）
に
仲
秋
に
宛
て
認
め
た
訓
戒
書
「
今
川
状
」
は
、
寛
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
「
今
川
帖
」
と
し
板
行
さ
れ
て
以
後
、
寺
子
屋
の
定
番
教
科
書
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
内
題
を
「
今
川
了
俊
愚
息
仲
秋
制
詞
条
々
」
（
傍
線
引
用
者
）
と
し
た
も
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
一
三
　
 
そ
う
し
た
虚
構
の
今
川
仲
秋
は
、
初
期
の
歌
舞
伎
で
は
出
雲
阿
国
の
情
人
と
さ
れ
る
。
鳥
居
フ
ミ
子
「
土
佐
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
―
「
京
四
条
お
く
に
歌
舞
妓
」
「
当
世
小
国
歌
舞
妓
」
、
『
日
本
文
學
』
七
〇
号
、
東
京
女
子
大
学
、
（38）
は
無
関
係
な
「
天
人
」
な
の
で
あ
る
。
（
三
）
「
天
人
」
「
天
女
」
全
般
の
持
物
へ
の
拡
大
明
和
八
年
（
一
七
一
）
十
一
月
の
中
村
座
顔
見
世
狂
言
『
倭
花
小
野
五
文
字
』七
一
は
、
能
『
草
紙
洗
小
町
』
の
趣
向
を
軸
に
六
歌
仙
を
配
し
た
も
の
で
、
良
岑
宗
貞
（
遍
昭
）
の
妻
と
し
て
天
下
っ
た
天
津
乙
女
が
登
場
す
る
。
こ
の
天
津
乙
女
も
、
能
『
羽
衣
』
で
は
な
く
『
吉
野
天
人
』
を
踏
ま
え
た
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
天
武
帝
が
吉
野
で
弾
じ
た
琴
の
音
に
誘
わ
れ
て
降
臨
し
た
桜
の
精
で
あ
る
が
、
天
帝
か
ら
授
け
ら
れ
た
簪
を
失
っ
た
め
天
上
に
戻
る
術
を
失
う
。
そ
の
た
め
白
拍
子
に
身
を
や
つ
し
て
さ
く
ら
木
と
名
乗
り
、
大
友
黒
主
（
こ
の
狂
言
で
は
敵
役
）
の
館
に
参
上
し
た
際
に
出
会
っ
た
宗
貞
と
恋
に
落
ち
る
と
、
天
界
の
住
人
と
し
て
の
正
体
を
隠
し
た
ま
自
ら
望
ん
で
妻
と
な
り
、
一
子
を
設
け
る
。
し
か
し
、
宗
貞
が
祇
園
精
舎
の
除
魔
の
鐘
を
撞
い
た
際
に
、
図
ら
ず
も
天
人
と
し
て
の
正
体
を
露
呈
し
て
し
ま
い
、
夫
に
己
が
身
の
上
を
打
ち
明
け
る
。
そ
の
後
、
さ
く
ら
木
の
身
の
上
を
知
っ
た
女
房
淺
綾
が
、
そ
れ
と
は
知
ら
ず
に
手
に
し
て
い
た
天
界
の
簪
を
返
却
し
た
こ
と
で
、
さ
く
ら
木
は
天
界
に
戻
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
夫
と
子
と
の
別
れ
を
嘆
く
。
宗
貞
も
ま
た
さ
く
ら
木
と
の
別
離
を
嘆
き
、
髻
を
落
と
す
と
僧
正
遍
照
と
名
を
変
え
、
「
天
津
風
雲
の
通
ひ
路
吹
き
閉
ぢ
よ
を
と
め
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む
」
七
二
と
歌
う
。
元
は
五
節
舞
姫
を
賛
美
す
る
歌
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
で
は
惜
別
の
歌
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
、
さ
く
ら
木
は
別
れ
を
惜
し
み
つ
昇
天
す
る
。
清
長
の
手
に
な
る
絵
本
番
付
（
図
㉗
）
七
三
に
は
、
「
宗
貞
ま
よ
け
に
つ
り
か
ね
を
つ
け
ば
　女
ぼ
う
さ
く
ら
ぎ
　ほ
ん
し
や
う
を
あ
ら
わ
は
し
物
か
た
り
す
る
」
の
書
入
と
も
に
、
梵
鐘
の
傍
ら
で
肩
脱
ぎ
と
な
っ
て
羽
毛
文
様
の
襦
袢
を
顕
わ
に
し
、
左
手
の
袱
紗
で
天
冠
を
掲
げ
る
さ
く
ら
木
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
奥
に
三
代
目
吉
澤
崎
之
助
演
ず
る
淺
綾
が
弾
琴
す
る
姿
、
画
面
左
側
手
前
に
二
代
目
市
川
八
百
蔵
演
ず
る
宗
貞
が
子
を
抱
い
て
腰
を
下
ろ
す
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
。
清
満
に
よ
る
「
白
拍
子
さ
く
ら
ぎ
　中
村
松
江
」
の
標
題
を
持
つ
紅
摺
絵
（
図
㉘
）
七
四
に
も
、
絵
本
番
付
と
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
、
薄
墨
と
草
色
の
小
袖
の
肩
を
脱
い
で
、
下
に
着
け
た
薄
紅
の
羽
毛
文
様
の
襦
袢
を
顕
わ
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
さ
く
ら
木
像
も
、
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
羽
毛
文
様
の
襦
袢
を
顕
わ
に
す
る
こ
と
で
、
天
人
と
し
て
の
正
体
の
露
呈
を
表
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
七
五
。
こ
の
狂
言
の
天
人
譚
に
は
、
羽
衣
は
登
場
し
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
天
下
っ
た
天
人
の
象
徴
と
し
て
、
鳥
の
翼
を
模
し
た
羽
毛
文
様
の
衣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
翼
型
の
羽
衣
と
い
う
意
匠
を
「
天
人
」
な
る
も
の
全
般
の
持
物
と
み
な
す
発
想
が
、
こ
の
時
期
に
は
既
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
実
際
、
翌
年
正
月
刊
の
評
判
記
『
役
者
歌
真
座
』
の
挿
絵
（
図
㉙
）
七
六
で
は
、
さ
く
ら
木
は
長
い
尾
羽
を
伴
う
翼
型
の
羽
衣
を
伴
う
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
事
例
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
十
一
月
森
田
座
『
時
萌
於
江
都
初
雪
』
で
「
厳
島
の
天
女
」
を
演
じ
た
二
代
目
小
佐
川
常
世
を
、
四
代
目
市
川
團
蔵
の
崇
徳
院
と
も
に
描
い
た
勝
川
春
章
の
細
判
錦
絵
組
物
（
図
㉚
）
七
に
も
見
ら
れ
る
。
「
厳
島
の
天
女
」
は
弁
財
天
で
あ
り
、
も
と
よ
り
羽
衣
説
話
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
同
じ
興
行
に
際
し
て
同
じ
役
者
の
組
合
せ
を
同
じ
く
春
章
が
描
い
た
別
の
組
物
七
八
で
は
、
常
世
の
天
女
は
弁
財
天
像
の
定
型
表
現
と
い
う
べ
き
重
厚
な
唐
装
で
あ
る
が
、
先
の
組
物
で
は
振
袖
衣
を
着
流
し
に
し
て
時
世
装
に
や
79
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（39）
つ
し
た
姿
で
あ
る
。
衣
の
胸
元
に
は
短
い
羽
毛
が
鱗
状
に
重
な
り
、
振
袖
の
袂
に
は
長
い
羽
毛
が
配
さ
れ
、
身
頃
の
下
部
か
ら
裾
に
か
け
て
は
雲
文
が
散
ら
さ
れ
て
お
り
、
雲
間
に
は
た
め
く
翼
型
の
羽
衣
を
表
し
た
意
匠
と
思
し
い
。
こ
に
も
、
翼
型
の
羽
衣
が
「
天
女
」
な
る
も
の
全
般
の
持
物
と
見
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
状
況
の
反
映
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
び
に
か
え
て
歌
舞
伎
関
連
図
像
を
瞥
見
す
る
限
り
、
翼
と
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
形
の
「
羽
衣
」
像
は
、
宝
暦
年
間
以
後
の
十
八
世
紀
第
三
四
半
期
に
急
速
に
普
及
し
、
最
終
四
半
期
に
入
る
頃
に
は
「
天
人
」
な
い
し
「
天
女
」
な
る
も
の
全
般
の
持
物
と
し
て
の
認
知
が
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
形
状
の
物
体
と
し
て
の
「
羽
衣
」
を
背
に
装
着
し
た
姿
の
「
有
翼
の
天
女
」
の
像
は
、
十
八
世
紀
の
歌
舞
伎
関
連
図
像
に
は
稀
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
の
歌
舞
伎
関
連
図
像
の
「
天
人
」
「
天
女
」
は
、
む
し
ろ
羽
毛
文
様
の
衣
に
身
を
包
ん
だ
姿
と
し
て
表
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
翼
と
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
形
の
「
羽
衣
」
像
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
よ
り
広
い
範
囲
へ
と
拡
散
し
て
ゆ
く
運
命
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
十
八
世
紀
の
最
終
四
半
期
に
草
双
紙
の
中
へ
と
入
り
込
ん
で
い
っ
た
「
翼
型
の
羽
衣
」
は
、
歌
舞
伎
の
世
界
の
し
ば
し
ば
被
虐
的
な
「
天
人
」
の
物
語
と
は
対
照
的
な
、
奇
想
天
外
な
笑
い
に
満
ち
た
羽
衣
天
女
の
物
語
を
繰
り
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
す
る
。
注一
　
 
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
考
―
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
（
明
治
二
三
年
）
を
中
心
に
―
」
、
岡
山
大
学
文
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
4
『
語
り
出
す
図
像
―
視
覚
資
料
の
可
能
性
』
二
〇
五
年
三
月
、
五
七
〜
八
頁
、
お
よ
び
「
有
翼
の
天
女
図
」
再
考
―
失
わ
れ
た
「
羽
衣
」
像
」
二
〇
一
年
七
月
二
十
三
日
明
治
美
術
学
会
例
会
発
表
要
旨
、
『
近
代
画
説
』
二
一
号
、
二
、
一
〇
〜
二
一
二
頁
。
二
　
 
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
羽
衣
」
像
の
発
生
」
『
如
是
我
聞
録
』
編
集
委
員
会
編
『
如
是
我
聞
録
』
、
二
〇
二
〇
年
、
一
〜
十
三
頁
。
お
よ
び
「
源
氏
香
之
図
絵
の
図
像
形
成
と
そ
の
論
理
―
「
乙
女
」
図
と
し
て
の
「
羽
衣
」
を
軸
と
し
て
―
」
『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
三
号
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
、
三
〇
〜
五
二
頁
。
三
　
 
芸
術
文
化
振
興
会
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
収
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
か
ら
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
初
演
時
か
ら
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
歌
舞
伎
座
で
の
上
演
ま
で
は
、
翼
と
長
い
尾
羽
が
一
体
と
な
っ
た
「
羽
衣
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
き
る
。
四
　
 
正
式
名
称
は
『
松
廼
羽
衣
』
。
五
 
伊
原
敏
郎
歌
舞
伎
年
表
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
、
二
七
四
〜
二
七
六
頁
。
六
　
 
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
羽
衣
」
像
の
発
生
」
五
〜
六
頁
。
七
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
四
七
〇
〜
四
七
二
八
　
 
台
帳
研
究
会
編
『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
第
九
巻
（
勉
誠
社
、
一
九
八
六
年
）
に
は
『
傾
城
天
羽
衣
』
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
が
（
一
〜
一
九
六
頁
）
、
こ
で
は
初
演
当
時
の
番
付
類
に
倣
っ
仮
名
交
じ
り
表
記
と
す
る
。
九
　
 
水
谷
不
倒
生
校
訂
『
続
帝
国
文
庫
　第
二
七
編
　文
耕
堂
浄
瑠
璃
集
』
博
文
館
、
一
九
〇
年
、
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
〈
4
〉
竹
田
出
雲
編
』
国
立
劇
場
一
九
八
六
年
、
一
八
三
〜
一
九
三
頁
。
一
〇
　
 
原
義
人
稿
、
栗
原
武
一
郎
補
「
浄
瑠
璃
に
現
は
れ
た
る
羽
衣
」
『
帝
国
文
学
』
十
六
巻
七
号
一
九
一
〇
年
、
六
五
〜
七
○
頁
。
一
　
 
史
実
に
は
存
在
し
な
い
創
作
人
物
で
あ
り
、
近
松
の
『
今
川
了
俊
』
で
は
「
貞
廣
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
　
 
了
俊
が
応
永
一
九
年
（
一
四
一
二
）
に
仲
秋
に
宛
て
認
め
た
訓
戒
書
「
今
川
状
」
は
、
寛
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
「
今
川
帖
」
と
し
板
行
さ
れ
て
以
後
、
寺
子
屋
の
定
番
教
科
書
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
内
題
を
「
今
川
了
俊
愚
息
仲
秋
制
詞
条
々
」
（
傍
線
引
用
者
）
と
し
た
も
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
一
三
　
 
そ
う
し
た
虚
構
の
今
川
仲
秋
は
、
初
期
の
歌
舞
伎
で
は
出
雲
阿
国
の
情
人
と
さ
れ
る
。
鳥
居
フ
ミ
子
「
土
佐
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
―
「
京
四
条
お
く
に
歌
舞
妓
」
「
当
世
小
国
歌
舞
妓
」
、
『
日
本
文
學
』
七
〇
号
、
東
京
女
子
大
学
、
78
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（41）
三
七
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ1
8
-
0
0
0
2
3
-
2
0
J
八
 
宝
暦
四
年
三
月
刊
、
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
二
期
第
五
巻
所
収
。
三
九
　
 
役
割
番
付
で
は
六
番
続
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
台
帳
本
文
で
は
六
番
目
（
大
礒
の
夜
軍
に
国
入
の
宝
船
）
相
当
の
部
分
は
五
番
目
（
道
行
・
裾
野
の
つ
雪
）
切
と
し
て
上
演
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
四
〇
　
 
『
持
統
天
皇
都
移
』
と
謡
曲
『
吉
野
天
人
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
羽
衣
」
像
の
発
生
」
六
頁
。
四
一
　
 
同
年
十
月
二
十
七
日
に
宝
暦
改
元
。
二
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
八
五
頁
、
一
五
四
頁
。
四
三
　
 
里
右
衛
門
が
弁
天
像
の
奪
取
計
画
に
関
わ
る
連
判
状
に
書
き
込
ま
れ
た
自
ら
の
名
を
洗
い
落
と
し
て
無
実
を
証
明
す
る
。
四
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
。
五
 
絵
尽
集
『
古
今
撰
集
楽
』
全
五
巻
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
）
大
阪
塩
屋
善
兵
衛
刊
、
第
二
巻
所
収
。
四
六
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
五
一
〜
一
五
三
頁
。
七
 
国
会
図
書
館
所
蔵
の
番
附
張
交
帖
『
寛
延
寶
暦
番
附
』
（
ゑ-
7
7
）
お
よ
び
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
イ1
3
-
0
0
2
8
2
-
0
0
2
-
3
2
.
四
八
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
五
三
〜
一
五
八
頁
。
九
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ビ
ゲ
ロ
ー
収
集1
1
.
1
9
0
7
4
.
五
〇
　
 
東
京
都
中
央
図
書
加
賀
文
庫
、8
8
4
5
2
4
-
6
.
一
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ビ
ゲ
ロ
ー
収
集1
1
.
3
0
1
5
5
。
拙
稿
（
二
〇
二
〇
）
四
〜
五
頁
。
五
二
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
1
8
-
0
0
0
2
3
-
1
0
G
な
お
、
再
演
時
に
は
惣
左
衛
門
に
斬
殺
さ
れ
る
の
は
後
妻
乙
女
で
は
な
く
前
妻
白
妙
と
っ
て
い
る
。
五
三
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
0
-
0
0
0
0
1
-
0
5
3
。
四
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
四
巻
、
三
〇
五
〜
三
〇
七
頁
。
五
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館0
0
.
1
7
6
7
.
六
 
ロ
ス
収
集1
1
.
1
9
6
6
.
五
七
　
 
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
美
術
館1
9
9
2
.
3
4
1
.
八
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
カ
ー
タ
ー
収
集3
4
.
3
5
6
.
五
九
　
 
寛
保
二
年
三
月
刊
、
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
二
巻
、
一
五
八
頁
。
六
〇
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
5
4
.
2
3
5
.
一
　
 
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
十
一
月
河
原
崎
座
『
蝶
花
形
恋
婿
源
氏
』
一
番
目
大
詰
「
蝶
花
形
恋
婿
源
氏
」
の
沢
村
源
之
助
の
鴛
鴦
を
描
い
た
初
代
豊
国
の
大
判
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館1
0
1
-
6
4
8
0
）
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
十
一
月
中
村
座
『
奥
州
牧
雪
驪
』
の
三
代
目
右
衛
門
の
鴛
鴦
を
描
い
た
初
代
豊
国
の
大
判
（
同1
0
1
-
6
4
8
1
）
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
十
一
月
中
村
座
『
鴛
鴦
容
姿
正
夢
』
の
四
代
目
中
村
芝
翫
と
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
鴛
鴦
を
描
い
た
国
貞
の
大
判
二
枚
続
（
同
1
0
1
-
6
4
8
3
,
6
4
8
4
）
、
安
政
二
年
（
一
八
五
）
五
月
市
村
座
『
五
人
男
誧
謄
契
侠
』
二
番
目
「
三
幅
対
戯
場
彩
色
」
大
切
の
初
代
坂
東
竹
三
郎
を
描
い
た
三
代
豊
国
の
三
枚
続
（
同1
0
0
-
5
0
6
3
,
5
0
6
4
,
5
0
6
5
）
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
） 
八
月
市
村
座
『
法
四
季
家
橘
拙
』
の
十
三
世
中
村
羽
左
衛
門
と
四
世
中
村
芝
翫
を
描
い
た
歌
川
国
明
の
二
枚
続
（
同1
0
1
-
6
4
8
6
、6
4
8
7
）
、
二
代
国
貞
の
二
枚
続
（
同1
0
1
-
6
4
8
8
、
6
4
8
9
）
、
鴛
斎
の
一
枚
物
（
同1
0
1
-
6
4
9
0
な
ど
。
六
二
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
集2
1
.
5
6
4
5
.
三
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
二
九
七
〜
三
〇
頁
。
役
割
番
付
は
演
博
ロ2
4
-
0
0
0
0
1
-
0
2
1
六
四
　
 
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
六
巻
、
二
九
〇
頁
。
五
 
生
誕
二
九
〇
年
念
　勝
川
春
章
　北
斎
誕
生
の
系
譜
』
展
図
録
、
太
田
記
念
美
術
館
、
一
六
、
出
品
番
号
五
二
番
、
作
品
解
説
一
九
四
頁
（
渡
邉
晃
）
。
六
　
 
絵
本
番
付
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
3
-
0
0
0
0
1
-
0
1
1
0
）
の
第
二
丁
裏
で
は
、
雨
蓑
を
着
け
て
右
手
に
笠
を
か
ざ
す
賤
の
女
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
六
七
　
 
大
英
博
物
館1
9
0
7
,
0
5
3
1
,
0
.
3
8
5
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館0
1
3
-
0
0
1
2
な
ど
。
八
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館1
0
1
-
7
0
8
6
.
六
九
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
六
巻
七
二
頁
。
同
顔
見
世
で
武
智
左
馬
之
介
を
演
じ
た
七
代
団
十
郎
と
佐
藤
虎
之
助
政
清
を
演
じ
た
初
代
市
川
鰕
十
郎
を
描
い
た
大
判
と
四
枚
続
を
構
成
す
る
菊
丞
と
粂
三
郎
の
大
判
に
も
「
山
鳥
の
せ
ゐ
」
の
記
入
が
あ
る
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館0
0
2
-
1
6
0
6
、1
6
0
7
、1
6
0
8
、1
6
0
9
）
。
七
〇
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館2
0
1
-
5
9
2
6
,
5
9
2
7
.
一
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
四
巻
一
七
〜
一
八
一
頁
、
明
和
九
年
正
月
刊
行
の
評
判
記
役
者
萬
歳
暦
お
よ
び
『
役
者
歌
真
座
』
（
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
十
巻
所
収
）
。
七
二
　
 
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
七
「
雑
歌
上
」
八
七
二
、
『
小
倉
百
人
一
首
』
十
二
。
三
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
3
-
0
0
0
0
1
-
0
0
1
2
.
七
四
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ビ
ゲ
ー
収
集1
1
.
1
8
7
0
8
,
 
2
1
.
4
2
5
5
.
五
 
勝
川
春
章
に
よ
る
絵
本
番
付
風
の
役
者
絵
本
『
役
者
倭
花
』
（
シ
カ
ゴ
美
術
館
1
9
3
8
.
5
1
9
）
で
は
、
構
図
を
半
ば
反
転
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
画
面
右
下
に
腰
を
下
ろ
し
て
鐘
を
撞
く
宗
貞
、
左
側
に
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
子
を
抱
い
て
立
つ
さ
く
ら
木
、
奥
の
屋
形
内
に
弾
琴
す
る
淺
綾
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
の
襦
袢
は
無
地
と
な
っ
て
い
。
七
六
　
 
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
、
貴-
7
7
4
.
3
-
Y
1
6
4
-
5
8
.
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
集2
1
.
4
2
5
5
.
七
八
　
 
5
4
.
4
3
6
-
7
.
（40）
一
九
八
年
、
一
〜
十
三
頁
。
ま
た
、
こ
の
種
の
阿
国
物
歌
舞
伎
が
御
家
物
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
経
緯
に
つ
い
て
は
鳥
越
文
蔵
『
元
祿
攷
』
八
木
書
店
、
一
九
一
年
、
一
七
六
〜
一
七
頁
。
一
四
　
 
『
今
川
了
俊
』
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
と
同
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
再
演
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
歌
舞
伎
で
は
『
今
川
状
了
俊
家
督
』
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
十
一
月
江
戸
中
村
座
）
な
ど
が
こ
の
系
列
に
属
す
る
。
一
五
　
 
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
〈
2
〉
紀
海
音
編
』
国
立
劇
場
、
一
九
八
二
年
、
三
〇
五
頁
、
続
帝
国
文
庫
　校
訂
紀
海
音
浄
瑠
璃
集
博
文
館
九
。
一
六
　
 
化
猫
物
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
横
山
泰
子
「
芝
居
と
俗
信
・
怪
猫
物
の
世
界
―
『
獨
道
中
五
十
三
驛
』
試
論
」
歌
舞
伎
学
会
編
『
歌
舞
伎
　研
究
と
批
評
』
第
十
七
号
、
一
九
六
年
、
一
一
〜
一
二
一
頁
。
一
七
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ニ2
4
-
0
0
0
1
1
-
C
、
ニ2
4
-
0
0
0
1
6
八
 
こ
の
類
型
の
羽
衣
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
羽
衣
」
像
発
生
」
四
〜
六
頁
。
一
九
　
 
翼
型
の
羽
衣
に
先
行
す
る
類
型
と
し
て
の
蓑
型
の
羽
衣
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
有
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
の
羽
衣
」
像
発
生
」
二
〜
四
頁
。
二
〇
　
 
羽
衣
と
隠
蓑
の
照
応
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
」
像
発
生
」
三
〜
四
頁
。
二
一
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
二
巻
、
七
二
頁
。
 
同
四
七
〇
頁
。
な
お
評
判
記
『
役
者
紋
二
色
』
は
「
か
れ
う
び
ん
」
と
表
記
し
て
い
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
三
月
、
京
都
・
八
文
字
屋
刊
、
三
巻
、
国
立
国
会
図
書
館
（
役
者
評
判
記
研
究
会
編
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
年
、
五
八
一
頁
）
。
二
三
　
 
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
二
巻
、
五
七
五
頁
。
四
 
ト
ン
ボ
売
に
や
つ
し
た
景
清
と
禿
を
連
れ
た
通
路
を
描
い
た
二
代
鳥
居
清
倍
の
細
判
紅
摺
絵
が
ホ
ノ
ル
美
術
館
に
収
蔵
さ
て
い
る
（1
4
5
3
6
）
。
二
五
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
は
計
魯
里
観
主
人
『
中
古
戯
場
説
』
（
文
化
二
年
頃
成
立
）
を
引
い
て
「
天
人
羽
衣
」
の
所
作
を
「
二
番
目
の
詰
」
と
す
る
が
四
七
頁
）
、
『
役
者
紋
二
色
』
に
は
「
三
番
め
羽
衣
の
う
た
ひ
所
作
が
あ
ら
う
と
。
か
た
づ
を
の
ん
で
待
て
居
る
ぞ
」
と
あ
る
（
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
二
巻
、
五
八
二
頁
）
。
二
六
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
一
巻
、
二
八
〜
二
八
九
頁
。
七
 
同
三
四
頁
。
二
八
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
集2
0
0
6
.
1
8
1
3
.
九
 
舞
楽
に
お
け
る
童
舞
が
歌
舞
伎
の
若
女
方
の
舞
と
な
っ
た
他
の
例
と
し
て
は
、
元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
大
坂
岩
井
座
二
替
『
三
国
嫁
色
直
衣
』
で
山
下
宇
源
太
が
演
じ
た
玉
の
井
姫
の
胡
蝶
の
舞
が
あ
り
、
舞
楽
『
胡
蝶
』
と
同
様
に
蝶
の
翅
の
作
り
物
を
背
に
装
着
し
て
舞
っ
た
こ
と
評
判
記
役
者
舞
扇
子
』
の
挿
絵
（
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
第
三
巻
、
五
三
頁
所
収
）
か
ら
知
ら
れ
る
。
三
〇
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
集2
1
.
5
4
2
4
.
一
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
一
巻
、
三
二
〜
三
五
頁
。
な
お
、
後
述
の
評
判
記
『
役
者
三
世
相
』
で
は
『
土
佐
國
五
臺
山
開
帳
』
の
外
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
三
二
　
 
宝
永
二
年
四
月
刊
、
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
第
四
巻
、
九
〜
一
三
頁
所
収
。
三
　
 
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
（
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
八
〇
〜
一
八
二
頁
）
。
四
 
け
い
せ
い
（
傾
城
）
天
羽
衣
』
の
名
題
に
よ
る
再
演
は
、
京
阪
で
は
、
①
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
十
二
月
角
座
、
②
安
永
五
年
（
一
七
六
）
九
月
角
座
、
③
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
正
若
太
夫
座
、
④
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
正
月
中
座
、
⑤
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
九
月
角
丸
座
、
⑥
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
正
月
京
都
因
幡
薬
師
、
⑦
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
十
月
若
太
夫
座
、
⑧
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
一
月
堀
江
荒
木
座
、
⑨
文
政
年
（
一
八
一
九
）
若
太
夫
座
（
時
期
不
明
）
、
⑩
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
月
大
西
座
筑
後
座
、
⑪
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
正
月
筑
後
座
、
⑫
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
閏
八
月
中
座
の
十
回
が
『
歌
舞
伎
年
表
』
に
確
認
さ
れ
る
ほ
か
、
天
明
期
後
半
（
寛
政
元
年
以
前
）
に
名
古
屋
清
寿
院
で
興
業
の
あ
っ
た
こ
と
が
役
割
番
付
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
1
-
0
0
0
1
3
-
0
8
5
）
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
宝
暦
四
年
一
七
五
四
）
二
月
京
國
太
郎
座
二
の
替
『
け
い
せ
い
入
狭
山
』
は
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
と
類
似
の
筋
で
あ
り
（
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
九
一
頁
）
、
初
演
か
ら
三
ヶ
月
足
ら
ず
翻
案
物
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
ほ
か
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
七
月
京
澤
村
座
（
南
座
）
の
『
星
合
天
羽
衣
』
も
、
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
を
駿
河
今
川
家
の
御
家
騒
動
に
置
き
換
え
た
翻
案
物
で
あ
る
こ
と
が
、
役
割
番
付
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
イ1
3
-
0
0
2
9
9
-
0
0
0
2
）
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
天
保
六
年
一
八
三
五
）
十
一
月
に
名
古
屋
橘
町
で
上
演
さ
れ
た
『
陽
復
花
羽
衣
』
も
、
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
の
書
き
換
え
で
あ
る
こ
と
が
役
割
番
附
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
1
-
0
0
0
1
1
-
1
0
7
）
か
ら
知
ら
れ
。
三
五
　
 
こ
の
名
は
、
細
川
勝
元
の
変
名
「
佐
々
良
三
八
」
お
よ
び
劇
中
で
用
い
ら
れ
る
暗
号
「
キ
ノ
ニ
ノ
ヤ
ノ
ハ
ノ
モ
ノ
」
と
も
に
、
宝
暦
三
年
の
大
坂
流
行
し
た
疫
病
除
の
呪
符
に
由
来
す
る
（
渥
美
清
太
郎
編
『
並
木
正
集
』
日
本
戯
曲
全
集
第
四
巻
、
一
九
二
九
年
、
春
陽
堂
、
七
四
〜
七
五
頁
お
よ
び
宮
瑞
夫
「
傾
城
天
羽
衣
」
解
題
、
『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
第
九
巻
、
六
二
七
頁
）
。
三
六
　
 
名
は
所
収
の
役
割
番
付
（
阪
急
文
化
財
団
池
田
文
庫
、3
-
2
7
A
、3
-
2
7
B
）
に
よ
る
。
77
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（41）
三
七
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ1
8
-
0
0
0
2
3
-
2
0
J
八
 
宝
暦
四
年
三
月
刊
、
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
二
期
第
五
巻
所
収
。
三
九
　
 
役
割
番
付
で
は
六
番
続
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
台
帳
本
文
で
は
六
番
目
（
大
礒
の
夜
軍
に
国
入
の
宝
船
）
相
当
の
部
分
は
五
番
目
（
道
行
・
裾
野
の
つ
雪
）
切
と
し
て
上
演
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
四
〇
　
 
『
持
統
天
皇
都
移
』
と
謡
曲
『
吉
野
天
人
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
有
翼
の
天
女
図
」
三
考
―
「
翼
型
の
羽
衣
」
像
の
発
生
」
六
頁
。
四
一
　
 
同
年
十
月
二
十
七
日
に
宝
暦
改
元
。
二
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
八
五
頁
、
一
五
四
頁
。
四
三
　
 
里
右
衛
門
が
弁
天
像
の
奪
取
計
画
に
関
わ
る
連
判
状
に
書
き
込
ま
れ
た
自
ら
の
名
を
洗
い
落
と
し
て
無
実
を
証
明
す
る
。
四
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
。
五
 
絵
尽
集
『
古
今
撰
集
楽
』
全
五
巻
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
）
大
阪
塩
屋
善
兵
衛
刊
、
第
二
巻
所
収
。
四
六
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
五
一
〜
一
五
三
頁
。
七
 
国
会
図
書
館
所
蔵
の
番
附
張
交
帖
『
寛
延
寶
暦
番
附
』
（
ゑ-
7
7
）
お
よ
び
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
イ1
3
-
0
0
2
8
2
-
0
0
2
-
3
2
.
四
八
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
一
五
三
〜
一
五
八
頁
。
九
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ビ
ゲ
ロ
ー
収
集1
1
.
1
9
0
7
4
.
五
〇
　
 
東
京
都
中
央
図
書
加
賀
文
庫
、8
8
4
5
2
4
-
6
.
一
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ビ
ゲ
ロ
ー
収
集1
1
.
3
0
1
5
5
。
拙
稿
（
二
〇
二
〇
）
四
〜
五
頁
。
五
二
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
1
8
-
0
0
0
2
3
-
1
0
G
な
お
、
再
演
時
に
は
惣
左
衛
門
に
斬
殺
さ
れ
る
の
は
後
妻
乙
女
で
は
な
く
前
妻
白
妙
と
っ
て
い
る
。
五
三
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
0
-
0
0
0
0
1
-
0
5
3
。
四
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
四
巻
、
三
〇
五
〜
三
〇
七
頁
。
五
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館0
0
.
1
7
6
7
.
六
 
ロ
ス
収
集1
1
.
1
9
6
6
.
五
七
　
 
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
美
術
館1
9
9
2
.
3
4
1
.
八
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
カ
ー
タ
ー
収
集3
4
.
3
5
6
.
五
九
　
 
寛
保
二
年
三
月
刊
、
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
二
巻
、
一
五
八
頁
。
六
〇
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
5
4
.
2
3
5
.
一
　
 
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
十
一
月
河
原
崎
座
『
蝶
花
形
恋
婿
源
氏
』
一
番
目
大
詰
「
蝶
花
形
恋
婿
源
氏
」
の
沢
村
源
之
助
の
鴛
鴦
を
描
い
た
初
代
豊
国
の
大
判
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館1
0
1
-
6
4
8
0
）
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
十
一
月
中
村
座
『
奥
州
牧
雪
驪
』
の
三
代
目
右
衛
門
の
鴛
鴦
を
描
い
た
初
代
豊
国
の
大
判
（
同1
0
1
-
6
4
8
1
）
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
十
一
月
中
村
座
『
鴛
鴦
容
姿
正
夢
』
の
四
代
目
中
村
芝
翫
と
五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
鴛
鴦
を
描
い
た
国
貞
の
大
判
二
枚
続
（
同
1
0
1
-
6
4
8
3
,
6
4
8
4
）
、
安
政
二
年
（
一
八
五
）
五
月
市
村
座
『
五
人
男
誧
謄
契
侠
』
二
番
目
「
三
幅
対
戯
場
彩
色
」
大
切
の
初
代
坂
東
竹
三
郎
を
描
い
た
三
代
豊
国
の
三
枚
続
（
同1
0
0
-
5
0
6
3
,
5
0
6
4
,
5
0
6
5
）
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
） 
八
月
市
村
座
『
法
四
季
家
橘
拙
』
の
十
三
世
中
村
羽
左
衛
門
と
四
世
中
村
芝
翫
を
描
い
た
歌
川
国
明
の
二
枚
続
（
同1
0
1
-
6
4
8
6
、6
4
8
7
）
、
二
代
国
貞
の
二
枚
続
（
同1
0
1
-
6
4
8
8
、
6
4
8
9
）
、
鴛
斎
の
一
枚
物
（
同1
0
1
-
6
4
9
0
な
ど
。
六
二
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
集2
1
.
5
6
4
5
.
三
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
二
九
七
〜
三
〇
頁
。
役
割
番
付
は
演
博
ロ2
4
-
0
0
0
0
1
-
0
2
1
六
四
　
 
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
六
巻
、
二
九
〇
頁
。
五
 
生
誕
二
九
〇
年
念
　勝
川
春
章
　北
斎
誕
生
の
系
譜
』
展
図
録
、
太
田
記
念
美
術
館
、
一
六
、
出
品
番
号
五
二
番
、
作
品
解
説
一
九
四
頁
（
渡
邉
晃
）
。
六
　
 
絵
本
番
付
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
3
-
0
0
0
0
1
-
0
1
1
0
）
の
第
二
丁
裏
で
は
、
雨
蓑
を
着
け
て
右
手
に
笠
を
か
ざ
す
賤
の
女
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
六
七
　
 
大
英
博
物
館1
9
0
7
,
0
5
3
1
,
0
.
3
8
5
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館0
1
3
-
0
0
1
2
な
ど
。
八
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館1
0
1
-
7
0
8
6
.
六
九
　
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
六
巻
七
二
頁
。
同
顔
見
世
で
武
智
左
馬
之
介
を
演
じ
た
七
代
団
十
郎
と
佐
藤
虎
之
助
政
清
を
演
じ
た
初
代
市
川
鰕
十
郎
を
描
い
た
大
判
と
四
枚
続
を
構
成
す
る
菊
丞
と
粂
三
郎
の
大
判
に
も
「
山
鳥
の
せ
ゐ
」
の
記
入
が
あ
る
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館0
0
2
-
1
6
0
6
、1
6
0
7
、1
6
0
8
、1
6
0
9
）
。
七
〇
　
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館2
0
1
-
5
9
2
6
,
5
9
2
7
.
一
 
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
四
巻
一
七
〜
一
八
一
頁
、
明
和
九
年
正
月
刊
行
の
評
判
記
役
者
萬
歳
暦
お
よ
び
『
役
者
歌
真
座
』
（
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
十
巻
所
収
）
。
七
二
　
 
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
七
「
雑
歌
上
」
八
七
二
、
『
小
倉
百
人
一
首
』
十
二
。
三
 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ロ2
3
-
0
0
0
0
1
-
0
0
1
2
.
七
四
　
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ビ
ゲ
ー
収
集1
1
.
1
8
7
0
8
,
 
2
1
.
4
2
5
5
.
五
 
勝
川
春
章
に
よ
る
絵
本
番
付
風
の
役
者
絵
本
『
役
者
倭
花
』
（
シ
カ
ゴ
美
術
館
1
9
3
8
.
5
1
9
）
で
は
、
構
図
を
半
ば
反
転
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
画
面
右
下
に
腰
を
下
ろ
し
て
鐘
を
撞
く
宗
貞
、
左
側
に
衣
を
肩
脱
ぎ
に
し
て
子
を
抱
い
て
立
つ
さ
く
ら
木
、
奥
の
屋
形
内
に
弾
琴
す
る
淺
綾
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
の
襦
袢
は
無
地
と
な
っ
て
い
。
七
六
　
 
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
、
貴-
7
7
4
.
3
-
Y
1
6
4
-
5
8
.
 
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
収
集2
1
.
4
2
5
5
.
七
八
　
 
5
4
.
4
3
6
-
7
.
76
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（43）
図
④
初
代
鳥
居
清
信
『
梵
天
国
宝
船
』
 
絵
入
狂
言
本
（
部
分
）
図
⑦
）
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
（
初
演
）
絵
尽
、
四
オ
（
部
分
）
図
⑤ 
初
代
鳥
居
清
倍
「
梵
天
国
」
大
判
丹
絵
図
⑧
評
判
記
『
役
者
大
峰
入
』
京
之
巻
 
挿
絵
第
六
図
（
部
分
）
図
⑥
評
判
記
『
役
者
三
世
相
』
大
坂
之
巻
 
挿
絵
第
五
図
（
部
分
）
図
⑨
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
（
初
演
）
絵
尽
、
三
ウ
～
四
オ
（
部
分
）
（42）
図
①
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
絵
尽
、
八
ウ
～
九
オ
（
部
分
）
図
②
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
絵
尽
、
十
オ
（
部
分
）
図
③
評
判
記
『
役
者
紋
二
色
』
江
戸
之
巻
、
挿
絵
第
二
図
（
部
分
）
75
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（43）
図
④
初
代
鳥
居
清
信
『
梵
天
国
宝
船
』
 
絵
入
狂
言
本
（
部
分
）
図
⑦
）
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
（
初
演
）
絵
尽
、
四
オ
（
部
分
）
図
⑤ 
初
代
鳥
居
清
倍
「
梵
天
国
」
大
判
丹
絵
図
⑧
評
判
記
『
役
者
大
峰
入
』
京
之
巻
 
挿
絵
第
六
図
（
部
分
）
図
⑥
評
判
記
『
役
者
三
世
相
』
大
坂
之
巻
 
挿
絵
第
五
図
（
部
分
）
図
⑨
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』
（
初
演
）
絵
尽
、
三
ウ
～
四
オ
（
部
分
）
74
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（45）
図
⑮
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』（
宝
暦
十
三
年
再
演
）
絵
尽
、
 
ウ
～
四
オ
（
部
分
）
図
⑰
鳥
居
清
経
『
は
ご
ろ
も
の
舞 
瀬
川
菊
之
丞
』
細
判
紅
摺
絵
図
⑯
『
常
磐
春
羽
衣
曽
我
』
辻
番
付
（
部
分
）
図
⑱
鳥
居
清
長
『
山
王
御
祭
礼 
 
麹
町
十
一
丁
目
十
二
丁
目
十
三
丁
目 
羽
衣
の
踊
屋
台
』
（44）
図
⑩
『
け
い
せ
い
衣
掛
櫻
』
絵
尽
、
表
紙
図
⑬
鳥
居
清
広
「
白
拍
子
お
ふ
じ 
中
村
富
十
郎
」
紅
摺
絵
（
部
分
）
図
⑪
評
判
記
『
役
者
大
峰
入
』
京
之
巻
、
　
　
 
挿
絵
第
三
図
（
部
分
挿
絵
第
三
図
（
部
分
）
図
⑫
『
敵
討
巌
菊
水
』
辻
番
付
（
部
分
）
図
⑭
黒
本
『
は
ご
ろ
も
』
二
ウ
73
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（45）
図
⑮
『
け
い
せ
い
天
羽
衣
』（
宝
暦
十
三
年
再
演
）
絵
尽
、
 
ウ
～
四
オ
（
部
分
）
図
⑰
鳥
居
清
経
『
は
ご
ろ
も
の
舞 
瀬
川
菊
之
丞
』
細
判
紅
摺
絵
図
⑯
『
常
磐
春
羽
衣
曽
我
』
辻
番
付
（
部
分
）
図
⑱
鳥
居
清
長
『
山
王
御
祭
礼 
 
麹
町
十
一
丁
目
十
二
丁
目
十
三
丁
目 
羽
衣
の
踊
屋
台
』
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「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（47）
図
㉕
国
貞
『
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
十
二
支
十
二
変
化
』
 
部
分
、
鳥
娘
図
㉗
清
長
『
倭
花
小
野
五
文
字
』
絵
本
番
付
、
二
ウ
図
㉖
初
代
豊
国
『
山
鳥
の
せ
い
れ
い
岩
井
粂
三
郎
」
大
判
二
枚
続
錦
絵
の
一
図
㉘
鳥
居
清
満
『
白
拍
子
さ
く
ら
ぎ
　中
村
松
江
』
細
判
紅
摺
絵
（46）
図
⑲
二
代
鳥
居
清
倍
「
大
磯
の
虎
の
中
村
富
十
郎
（
初
代
）
」
細
判
漆
絵
図
㉒
鳥
居
清
信
『
山
中
平
九
郎
（
初
代
）
、
 
生
島
新
五
郎
中
村
源
太
郎
』
細
判
丹
絵
図
⑳
評
判
記
『
役
者
披
顔
桜
』
江
戸
之
巻
 
挿
絵
第
二
図
（
部
分
）
図
㉓
評
判
記
『
役
者
初
火
桶
』
 
江
戸
之
巻
、
挿
絵
第
二
図
（
部
分
）
図
㉑
勝
川
春
章
『
二
代
目
嵐
三
五
郎
と
 
三
瀬
川
菊
之
丞
の
鴛
鴦
』
図
㉔
勝
川
春
好
『
四
代
岩
井
半
四
郎
の
嵐
山
鳥
精
霊
』
細
判
錦
絵
71
「
有
翼
の
天
女
図
」
四
考
―
江
戸
中
期
の
芝
居
の
中
の
「
羽
衣
」
と
「
天
人
」
―
　
龍
野 
有
子
（47）
図
㉕
国
貞
『
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
十
二
支
十
二
変
化
』
 
部
分
、
鳥
娘
図
㉗
清
長
『
倭
花
小
野
五
文
字
』
絵
本
番
付
、
二
ウ
図
㉖
初
代
豊
国
『
山
鳥
の
せ
い
れ
い
岩
井
粂
三
郎
」
大
判
二
枚
続
錦
絵
の
一
図
㉘
鳥
居
清
満
『
白
拍
子
さ
く
ら
ぎ
　中
村
松
江
』
細
判
紅
摺
絵
70
（48）
図
㉙
評
判
記
『
役
者
歌
真
座
』
江
戸
之
巻
第
三
図
（
部
分
）
図
㉚
勝
川
春
章
『
時
萌
於
江
都
初
雪
』
細
判
錦
絵
組
物
69
